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は じ め に 
 

本研究論文の募集は、教職員の自主的な研究を奨励し、効果的な実践や先進的な取
組を論文としてまとめることを通して、専門性の向上と資質・能力の高揚を図ること
を目的としております。昭和４６年度の開始以来、東日本大震災及び原発事故の影響
による一年の中断を経て、本年度で第５４回を数えるに至りました。半世紀を超える
歩みの中で、数多くの教職員がその時代ごとの教育課題に真摯に向き合い、たゆまぬ
研鑽の成果を積み重ねてきたことは、本県教育の大きな財産です。 
 今年度も、学校経営、教科指導、学校保健、特別支援教育など、多岐にわたる校種・
領域から２６点の論文が寄せられました。それぞれの学校や個人の課題、目指す学校
像や児童生徒像の実現に向かって、独自の視点や工夫をもち、日々の多忙な業務の中
においても熱意をもって追究された努力の証とも言える論文が集まりました。 
 令和４年度にスタートした第７次福島県総合教育計画では、これからの本県の教育
の柱に「学びの変革」を掲げています。これは、一方通行の画一的な授業から、個別
最適化された学び、協働的な学び、探究的な学びへの転換を進める「学びの変革」と、
その実現のための環境づくりとしての「学校の在り方の変革」を目指すものです。今
回寄せられた論文からは、この「学びの変革」の実現に向けた学校や教職員の不断の
取組が見え、大変心強く感じております。 
 この論文集には、厳正な審査により選ばれた特選の論文を掲載しております。どの
論文も各学校の教育課題の解決、教育活動の更なる充実に向けた貴重な道標となるも
のです。各学校等におかれましては、この知見と研究成果を参考にし、「学びの変革」
の実現とともに、学校教育の充実・改善に役立てていただければと思います。 
 結びに、応募されました皆様の並々ならぬ努力と熱意に心から敬意を表すとともに、
本県教職員の研修意欲や専門性がさらに高まり、児童生徒一人一人の健やかな成長と
各校のさらなる発展につながることを心から期待いたします。 
 
  令和８年２月 
 
          福島県教育庁参事兼義務教育課長 佐 藤 敏 宏 



【特選】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

領域等
個人
団体 学　校　名 研　究　主　題

学校経営 個人 相馬市立桜丘小学校
子どもたちが今日学校にきてよかった、明日学校にくるのが楽しみな学校を目指して
～学校課題解決に向け、学校経営方針の具現化を図る校長のマネジメントサイクル～

学習指導
（体育科）

個人 西郷村立羽太小学校
運動の楽しさや喜びを仲間と共に育んでいく体育学習
～運動が苦手な児童に視点を当てた、指導と評価の一体的な充実を目指して～

特別支援教育 個人 只見町立朝日小学校
通級指導教室における特別支援教育のセンター的機能を意識した取り組み
～縦横のつながりを活かした切れ目のない支援体制の充実を目指して～

学習指導
（総合的な探究の

時間）
個人 福島県立猪苗代支援学校

総合的な探究の時間における地域資源を活用した協働的な学びの実践
～万能調味料「うまくてごめんな山菜」の開発を通して～

【入選】 　

領域等
個人
団体 学　校　名 研　究　主　題

学年経営 個人 郡山市立富田小学校
ＯＪＴ による若手教員を活かし育てる学年経営
～日々の授業実践を通して～

学習指導
（放射線教育）

・教育課程
個人 相馬市立向陽中学校

福島で学び、福島に誇りを持つことができる「福島を生きる」教育の実践（２年次）
～中学３年間を見通した放射線教育を通して～

学習指導
（理科）

団体 いわき市立郷ケ丘小学校 （代表） 自ら見いだした問題を科学的に解決しようとする児童の育成

学習指導
（総合的な学習の

時間）
団体 天栄村立天栄中学校 （代表）

探究的な学びを通して、夢の実現に向かう生徒の育成（３年次）
～「『天栄ならでは』の教育」を目指して～

学習指導
（国語科）

個人 福島県立葵高等学校
本質を掴み、解決策のヒントを異なる分野から見つける力の育成
～思考ツールによる可視化と、具体と抽象を往還することを通して～

特別支援教育
（進路指導）

個人 福島県立猪苗代支援学校
施設併設特別支援学校における進路指導の在り方について
～学校、家庭、関係機関との連携をとおした子どもたちの夢の実現～

特別支援教育 個人 福島県立平支援学校
肢体不自由を伴う盲ろう児の自分らしく生きる力を育むために
～「わかる」「できる」を積み重ねる授業実践～

【奨励賞】

領域等
個人
団体 学　校　名 研　究　主　題

学習指導
（校内研修）

団体 いわき市立平第五小学校 （代表）
たくましく学ぶ
～児童と教職員を育む校内研修を目指して～

学習指導
（算数科）

個人 福島市立佐原小学校
「分かった！できた！」成功体験を積み、主体的に学ぶ児童の育成
～授業のユニバーサルデザインを目指す、算数科学習指導を通して～

学習指導
（体育科）

個人 猪苗代町立猪苗代第二小学校
意欲的に運動に励み親しむ子どもの育成
～体育科の授業における「できる」「楽しい」という実感を伴った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動の経験を通して～

教諭　佐藤　修一

教諭　昆　　瑞希

教諭　上遠野雄喜

教諭　町野　　藍

校長　市川　知広

校長　木村　裕之

教諭　若松　　優

教諭　横田みなみ

教諭　本間　久登

教諭　齋藤　純子

教諭　松村こずえ

校長　渡辺　貴生

職　名　・　氏　名

　令和７年度 福島県教職員研究論文 入賞者一覧　

職　名　・　氏　名

職　名　・　氏　名

主幹教諭　佐藤　拓也

校長　蛭田　紀隆
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Ⅰ はじめに                           

今年度 60 歳となり、役職定年を迎える。振

り返ると、たくさんの児童・保護者や地域の

方 ・々先輩や同僚に支えられた 36 年間だった。

30代半ばから40代半ばまで勤務した相馬市立

中村第一小学校においてご指導をいただいた

５人の校長先生方の教えは、現在校長を務める

うえで、大きな道標となっている。学校経営の

基軸としているＰＤＣＡのマネジメントサイ

クルを強く意識したのはあの時だった。ＯＴ校

長先生から、「日頃の取組を福島県教職員研究

論文にまとめてみては」と助言をいただき、「研

究主題：学校課題解決に向けて、教育課程を有

効に機能させる教務主任のマネジメントサイ

クル」で応募した時だった。 

そこで、この教員生活の節目に、支えてくだ

さった方々への恩返しの一つとして、校長とし

ての取組をまとめることにした。 

Ⅱ 主題設定の理由 

１ 今日的課題から 

情報が経済的な発展のための道具から、環境

面や人の暮らしも含めた社会基盤を支える道

具になる社会 Society5.0 においては、社会は

劇的に変化し、必要とされる知識も急激に変化

し続けることが予想される。しかし、

「Society5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇

談会」では、義務教育に求められるのは、常に

流行の最先端の知識を追いかけることではな

く、学びの基盤を固めることであると確認され

た。共通して求められる力は、「文章や情報を

正確に読み解き、対話する力」「科学的に思考・

吟味し活用する力」「価値を見つけ生み出す感

性と力、好奇心・探求力」が重要であると提言

している。これは、新学習指導要領の「主体的・

対話的で深い学びの実現」や、これまで進めて

きた「生きて働く力の育成」といった取組が大

きく変わることではないと考える。 

ただし、私たち教師の役割については、再構

築が必要な面がある。それは、元来の役割であ

った教え導くに加え、学びの支援者として「教

えることから学ばせること」への意識や方法の

転換である。 

２ 本県教育施策から 

本県では、「第７次福島県総合教育計画」に

おいて、全ての子どもに必要な資質・能力の育

成とともに、一人一人の多様な幸せと社会全体

の幸せである Well-being の実現を目指し、個

別最適化された学び、協働的な学び、探究的な

学びへの転換を進める「学びの変革」と、その

実現に向けた環境づくりとしての「学校の在り

方の変革」を柱に掲げ、６つの施策を展開して

いる。施策２「『学校の在り方の変革』によっ

て教員の力、学校の力を最大化する」では、改

定した「教職員働き方改革アクションプラン」

に基づき、教員が自ら学び、児童生徒と向き合

う時間の確保に努めることで、持続可能な教育

環境の整備を推進している。 

３ 本校の実態から 

(1) 児童 

明るく素直で、人懐こい児童が多い。授業時

の反応がよく、教師は一斉指導を進めやすいと

感じている。一方、論理的思考が必要な問題や

時間がかかる問題などに対しては、面倒がった

り最後まで集中して取り組めなかったりする

研究主題 

子どもたちが今日学校にきてよかった、 

明日学校にくるのが楽しみな学校を目指して 

～学校課題解決に向け、学校経営方針の具現化を図る 

校長のマネジメントサイクル～ 

相馬市立桜丘小学校 校長  木村 裕之 
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児童が少なくない。 

社会問題として取り上げられることが増え

た、普通学級に在籍する特別な支援や配慮を要

する児童については、本校においても増加傾向

にある。年度当初に、発達面・健康面・生徒指

導面から共通理解を図った「気になる児童」は、

445 名中 59 名であり、全校児童の約 13％に当

たる。そのうち普通学級に在籍している児童は

46 名である。 

(2) 教職員 

学級数が多く、言語指導通級を２学級有して

いるため、多くの教職員を配置していただいて

いる。また、子どもたちの成長のために熱心に

教育活動に励む教職員がほとんどであり、これ

らは大きな強みである。 

一方その構成には課題がある。常に児童と対

面して教育活動を行っている教員は、管理職、

産・育休中の教員や初任研メンターを除くと

26 名。内訳は、男性７名・女性 19名で男女比

が約 2.7 倍あり、20代 10 名・30代３名・40代

３名・50代７名・60 代３名、30 代の最年長が

32 歳、40 代の最年少が 46 歳、中間層の 14 年

間分がすっかり抜けている。つまり、男女比が

大きく、年代が若手とベテランの二極化した教

員構成になっている。 

(3) 保護者・地域 

創立 70 年と市内では最も歴史の浅い学校で

ある。核家族世帯が多いものの、保護者が卒業

生である家庭や近くに祖父母が住んでいる家

庭が多い。市の中心地にあってアパート住まい

の家庭が約 13.8％いるが、ひとり親世帯は約

11.5％と少ない。比較的安定した家庭環境で育

っている児童が多い。 

また、図書の廃棄や受け入れ作業に苦慮をし、

保護者ボランティアを募ったところ、多くの申

し出があった。ボランティアで学校花壇の面倒

を見てくださっている地域の方もいる。これら

は、諸先輩方が築いてこられた、保護者や地域

の方々との信頼関係があるからこそである。そ

れゆえ、信頼し続けていただけるよう努力して

いく必要がある。 

(4) 研究経過 

｢表１ 重点目標の変遷｣のとおり、平成 29年

度からの７年中５年間は、さくらっ子（＝桜丘

小学校児童の愛称、以下同じ）の弱みである低

い自己肯定感と互いを認め合う心の希薄さの

強化・改善をねらい、【よさ】に焦点を当てた

重点目標を設定してきた。しかしながら、期待

した結果を得られず、繰り返し取り組んできた

と推測する。 

年度 重点目標 

２９ 自分のよさ 相手のよさを 認め合おう 
３０ もっと認め合おう 自分のよさ 相手のよさを 
Ｒ元 よく考えて 行動しよう 
２ よさに気づき 高め合おう 
３ よさを見つけ 高め合おう 
４ ・認め合い ・伝え合い ・学び合い 
５ よさや考えを伝え合おう 

表１「重点目標の変遷」 

学年の学級数が多いため、学年集団としての

まとまりが強かった。委員会等の各分掌におい

ては、多い職員数を生かして複数人配置されて

いた。しかし、実際に機能していたのは主任に

任命された教員だけであった。そのため、ベテ

ラン教諭に学年主任や各種主任の役割が偏り、

ベテラン講師が力を発揮する機会や若手教員

が力を育み鍛える環境が十分ではなく、チーム

学校として力を発揮できていないと感じた。 

Ⅲ 研究の構想 

１ 研究主題 

子どもたちが今日学校にきてよかった、明日

学校にくるのが楽しみな学校を目指して 

～学校課題解決に向け、学校経営方針の具現

化を図る校長のマネジメントサイクル～ 

２ 研究仮説 

次の３つの学校経営方針を具現化していく

ことで、｢Ⅱ 主題設定の理由｣で挙げた諸課題

に対応し、研究主題に近づく学校にしていくこ

とができるであろう。 

３ 学校経営方針 資料１ 

(1) 児童自身に「できた・わかった」の成長実

感を積み重ねさせる 
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ア 重点目標を軸に据えた教育活動の展開 

イ 特別支援教育の推進 

(2) 学校チーム力、教師力の強化・充実を図る 

ア 校務分掌のグループ制の導入・構築 

イ 授業力向上につながる校内研修推進 

ウ アイの取組を、人事評価の目標・手立てと

連動 

(3) 安全・安心で信頼される学校であり続け

る 

ア 教職員一人一人が危機管理意識をもち、学

校事故防止と児童の危険回避能力の育成 

イ 教職員一人一人が高い倫理観をもった職務

や立場に誠実に向き合い、不祥事防止 

ウ 家庭・地域と密接に連携をして開かれた学

校づくり 

Ⅳ 研究の実際 

１ 児童自身に「できた・わかった」の成長実

感を積み重ねさせる 

(1) 重点目標を軸に据えた教育活動の展開 

教育目標の達成状況、学校課題解決に向けた

取組の評価、児童の強みや弱み等を様々な角度

から検証し、次年度の教育活動の柱として設定

するのが重点目標であることは言わずもがな

である。それゆえ、出来る限りの教育活動をこ

の重点目標に関連付けて計画・実施していくこ

とが目標達成につながる。 

ア ＰＬＡＮ 

令和６年度の教育課程編成に向け、全教員が

参画して日頃の教育活動からさくらっ子の強

みと弱みを分析した。この結果をもとに鍛え伸

ばしていきたい力について話し合いを行い、相

馬市の重点事項である「自己マネジメント力の

育成」と関連付けた。児童のこうしたい・こう

なりたいという思い（＝なりたい自分）が、児

童自身を具体的に行動（＝努力）させる。つま

り、【なりたい自分】を具体的にイメージさせ

て目標とし、その目標の実現のために努力を重

ねさせることが、より良い自分へと成長させ、

自己肯定感を高めることにつながると考えた。

ここから導き出して令和６年度重点目標を、

【めざそう！なりたい自分】とした。 

イ ＤＯ 

毎日多種多様な教育活動の実施計画案が起

案されてくる。児童の安心・安全や教育効果だ

けではなく、重点目標との関連性や整合性の観

点から意識的に指導・助言をしてきた。場合に

よっては、一緒に方向性や内容を確認しながら

作成に関わった。 

校長は、教職員を介して児童へアプローチす

るのが基本である。具体的には、後述する校務

分掌グループに校長が働きかけ、｢イ 縦割り班

活動｣を新規事業として令和６年度２学期に立

ち上げた。また、校長が児童へダイレクトにア

プローチをする機会は、｢ア 全校集会｣や行事

等での校長挨拶や講話がある。 

(ｱ) 全校集会 資料２ 

年間計画に月に１回の頻度で全校集会が位

置付けられ、内容は校長に委ねられている。児

童の状態や時期に応じ、スライドや具体モデル

を使って視覚に訴えながら話してきた。話し始

めは毎回必ず重点目標を児童に問いかけ、主内

容は重点目標に関連付けて話すことを意識し

てきた。話し終わりも、スライドで重点目標を

提示し、【なりたい自分】をイメージして努力

をしていこうと呼びかけて締めた。 

児童の【よさ】を認めて広げるため、朝の登

校指導時に把握していた相手に伝わるよい挨

拶ができる児童や、班長・副班長がしっかりと

役割を務めて安全に気をつけて歩行している

登校班等を、全校児童に継続して紹介した。 

(ｲ) 縦割り班活動 資料２ 

○ ねらい：活動を通して交流を深め、協調性

や仲間意識を育む。協力して活動を楽しみ、そ

の活動を通して自主性と実践的な態度を育む。 

○ 内容：１～６年生を 38 グループに分け、６

年生の班長を中心に班活動（月に一度）。 

○ 活動の実際：６年生が良いリーダーシップ

を発揮し、１～６年生の異学年混在でも楽しめ

るように配慮して活動が繰り広げられた。 

○ ６年生を送る会：「縦割り班活動」が、目的
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達成や重点目標の具現化に機能していたため、

実施計画案検討時に、後述する校務分掌グルー

プに対して「縦割り班活動」を「６年生を送る

会」に取り入れることを助言した。 

ウ ＣＨＥＣＫ 

｢全校集会｣や行事、学期の節目等で、【なり

たい自分】を意図的に意識させてきた。重点目

標【めざそう！なりたい自分】を、全児童が言

えるほど浸透し、一般化した。しかしながら資

料３にあるように、令和６年 12 月に実施した

｢グラフ１ 児童学校生活アンケート｣では、｢な

りたい自分をめざした学校生活｣の問いでは、

｢当てはまる・どちらかと言えば当てはまる｣の

肯定的な回答が 88.7％だった。ところが、｢自

分のよいところの認知」の問いに対する肯定的

な回答は 71.2％だった。17.5％もの大きなギ

ャップが生じた。 

 

自己肯定感を高めることにつながらなかっ

た。２つの要因があると分析した。１つは、児

童なりに集団を意識し、相対的に優れた力でな

ければ【よさ】として認めない傾向にあること。

もう１つは、１年後や学期末の【なりたい自分】

という大目標に対し、必要な条件や努力を小目

標の【なりたい自分】として取り組む構造の理

解は、児童にとって難しいものであったこと。

つまり、「自己マネジメント力」自体が未熟で

あったことである。 

エ ＡＣＴＩＯＮ 資料１ 

令和７年度の重点目標は、【見つけよう！自

分のよさ めざそう！なりたい自分】とした。

児童に浸透した【めざそう！なりたい自分】は

継続し、【見つけよう！自分のよさ】を加えた。

前述したとおりに何年もチャレンジをしてき

たにもかかわらず、成果を出すことが難しかっ

た【よさ】にあえて斬り込むことにした。さく

らっ子の弱みを、強化・改善していくためには

避けては通れないと判断したからである。 

それゆえ、覚悟を決めて前年踏襲を改め、取

組の再構築をし、自己肯定感を高めるため、｢さ

くらっ子スマイルカンパニー｣と｢さくらっ子

賞｣の２つの新規事業を、校長から各分掌グル

ープに提案する形で立ち上げた。自己肯定感を

高めるためには、勉強や運動に偏りがちな【よ

さ】を、様々な人格構成要素に広げて絶対的な

価値として捉えられる必要がある。そこで、こ

れらの活動を通して児童が異学年の仲間や教

職員と関わることで、自分の【よさ】の価値を

広げ、【よさ】に気付く機会とした。 

(ｱ) さくらっ子スマイルカンパニー 資料４ 

○ 培う力：よりよい学校生活を築く自主的・

実践的態度。よりよい人間関係を築く力。役割

や目標を考えた責任ある行動力 

○ 会社設立の条件と制限：人のために活動、

自主性を尊重、笑顔を広げる活動、校内で活動、

費用がかからない、動物等の飼育はＮＧ 

○ 参加の仕方：会社設立は５・６年生、社員

は１～６年生 

○ 会社設立状況：18社（７月末）。挨拶、清掃、

休み時間一緒に遊ぶ会社等 

(ｲ) さくらっ子賞 資料４ 

○ 効果：表彰を通して【よさ】の価値を広げ、

【よさ】を認める。表彰者を通して努力を継続

し、人のために尽くす人を憧れや目標とする 

○ 方法：教育目標の知・徳・体３部門で、メ

ダルと賞状を学期末に授与。対象者は、発達段

階を考慮して３年生以上。結果だけでなく、対

象児童の努力の過程が物語としてエピソード

になっていることが規準。 

オ 結果 

行事や教育活動において、担当教員が重点目

標の文言を意図的に使う場面が増えた。児童・

教職員ともに、重点目標に対する意識が確実に

高まっている。 

児童は、｢３ 本校の実態から『(1) 児童』｣

で述べたとおり、さくらっ子の【よさ】として

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分のよいところを知っていますか

なりたい自分をめざして学校生活をし

ていますか

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

グラフ１「児童学校生活アンケート」 
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の素直さが生かされ、善いことを積極的にやっ

ていく雰囲気が高まってきている。そこに、「さ

くらっ子賞」として２名の児童に資料４の賞状

とメダルを授与した。何人もの児童が、｢さく

らっ子賞｣がもらえるメソッドを校長や周りの

教員に質問してきた。２学期は、意識をして善

い活動をする児童が増えるに違いない。 

教職員は、会話に児童の【よさ】を共有して

いる場面が増えた。週案の反省の記述が、「課

題」から【よさ】に関わる内容に変わってきた。

通知表の総合所見の内容が、採用や経験年数に

関わらず様子をとおした【よさ】の価値づけを

意識するようになった。資料５ 

 (2) 特別支援教育の推進 

① 校長室開放 

ア ＰＬＡＮ 

着任後、教室に入れない、教室から出てくる

児童が、事務室や廊下に何人もいた。そのほと

んどの児童が、発達に課題を抱えていることが

すぐに感じ取れた。この児童たちには、居場所

やクールダウンができる場所が必要であるこ

とも理解できた。本校には、市教育委員会が特

別教育支援員を４名配置してくださっていた。

この方々にはすでに支援をお願いした学級や

児童がいる。中学校のＳＳＲのような余剰教室

はなく人員もいない。 

イ ＤＯ 

校長室の戸を寒くても暑くても開放した。廊

下や事務室にいた児童が、少しずつ距離を縮め

てきた。前のめりにならず、パソコンを打ちな

がら他愛のない会話に付き合っていると、校長

室に直接登校してくるようになった。勉強に付

き合ったり、ソーシャルスキルトレーニングを

したりした。向き合って話ができるようになる

と、長期や短期の将来についても話題にした。 

ウ ＣＨＥＣＫ 

多くの児童が、学年が変わるタイミングで自

教室に登校し、集団生活ができるようになった。

すると、別な児童が入れ替わって出入りするよ

うになった。 

校長室に児童が自由に出入りをしたり、校長

室内で自由にふるまったりしていることを不

適切に感じる教職員もいた。 

エ ＡＣＴＩＯＮ 

課題を抱えた児童の教室環境に配慮をする

ことを目的の１つに、２年に一度ではなく毎年

全学年の学級編成を行うようにした。 

教職員に、配慮を要する児童の対応に関する

考え方について資料６の説明をしたところ、理

解を得、立場に応じて工夫して関わってくれる

ようになった。特性に応じた児童の居場所が増

え、廊下等をさまよう児童がいなくなった。 

② 適切な就学指導 

ア アセスメント 

 適切な就学指導は、対象児童や保護者のニー

ズを把握することから始まる。それゆえ、細や

かなアセスメントは欠かすことができない。 

｢３ 本校の実態から『(1) 児童』」で述べた

ように年度初めに「気になる児童」として、生

徒指導・特別支援教育全体会で確認をした。そ

の後も、月に一度全体会を開いてこれらの児童

の様子について定期的に共有をしてきた。 

私自身も時間をつくって各教室を回り、気に

なる児童のアセスメントをした。主要教科・技

能教科・休み時間・給食など、活動内容による

様子の変化も意識をして観察した。気になった

児童については、担任や特別支援コーディネー

ターと内容を共有し、必要に応じて校内支援委

員会を招集してケース会議を行った。 

イ 教育相談 

 先の校内支援委員会での協議をもとに、「表

２ 年度ごとの教育相談件数」のとおり、保護

者との教育相談を行ってきた。参加者は、対象

児童の両親・校長・特別支援コーディネーター・

担任・その他（児童の実態に応じて養護教諭や

言語通級指導担任）としている。家庭に戻って

からの保護者間の認識や考え方のズレによる

トラブルを防ぐため、両親そろって参加しても

らえるよう調整をしている。 

 相談の中では、学校の様子や家庭での様子を
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伝え合い、困り感を顕在化したりニーズの確認

をしたりし、家庭・学校それぞれの支援の在り

方について共有をした。また、相談は一度で終

えず、次回以降の見通しも確認するようにした。

繰り返し相談を重ねることで、対象児童が能力

を伸ばせる教育の場についても協議の話題と

なり、適切な就学指導につながっている。 

Ｒ５年度相談件数：のべ 20 件（Ｒ６新規入級３名） 

Ｒ６年度相談件数：のべ 14 件（Ｒ７新規入級２名） 

Ｒ７年度相談件数：のべ７件（７月末現在） 

表２「年度ごとの教育相談件数」 

ただし、令和６年度末に調査した「グラフ２ 

学校経営・運営評価」資料７では、いずれも「ど

ちらかと言えば当てはまる」の評価が多い。 

 
直接的に関係した担任でないと見えにくい部

分があったり、(2)①の｢校長室開放｣に対する

不信があったりしてのことと反省した。情報発

信や共有の仕方を工夫していく必要がある。 

２ 学校チーム力、教師力の強化・充実を図る 

(1) 校務分掌のグループ制導入・構築 

ア ＰＬＡＮ 

令和６年度から、チーム学校として効率的に

効果的な取組ができるよう、校務分掌のグルー

プ制を導入した。学年集団を横の関係、対管理

職を縦の関係、校務分掌組織をグループ化して

斜めの関係とすることで、ネットワーク型職場

の構築を目指した。教職員一人一人が、ミドル

リーダーとして力を高めて教育活動を充実さ

せることがねらいだ。 

イ ＤＯ 

全校務分掌を資料８のとおり６つのグルー

プにカテゴライズし、若手とベテラン・新規異

動の教員と先達教員で構成するよう配置した。 

各グループが担うメインの活動を｢表３ 校

務分掌グループの教育活動｣のとおり明確にし

た。グループ内で、共通目標を達成するための

協働意識や責任感を刺激するようにした。 

Ａ：学力向上・現職教育 

Ｂ：生徒指導・特別支援教育 

Ｃ：安全・防災教育 

Ｄ：地域協働連携・体験活動 

Ｅ：道徳教育・特別活動 

Ｆ：健康教育 

表３「校務分掌グループの教育活動」 

次に、主任だけが動くのではなく、グループ

として機能するよう、グループ会議を年間計画

に位置付け、グループ会議・運営委員会・職員

会議、それぞれの役割について資料９のとおり

明確にした。そして、これらを確実に運用して

いくため、｢表４ 各会議の系統性｣のとおりに

年度始めの会議に系統性をもたせた。 

１ 職員会議①：学校経営方針 

２ 運営委員会①：グループ会議・運営委員会・職

員会議の役割、各グループ強化内容等の共有 

３ グループ会議①：強化内容、職員会議②への提

案・共有内容の協議 

４ 職員会議②：各グループからの提案内容の協

議、確認事項の共通理解 

→ 新年度の教育活動スタート 

表４「各会議の系統性」 

ウ ＣＨＥＣＫ 

令和６年度１年間校務分掌グループを運用

した結果、「グラフ３ 学校経営・運営評価」資

料７では、87.5％が取組として有効だったと評

価し、継続するべきとのコメントも多数あった。

ただし課題もあり、グループによる負担の偏り

について多く挙げられた。 

 

エ ＡＣＴＩＯＮ 

課題の負担偏りに対し、令和７年度は、グル

ープのカテゴライズの微調整と、業務内容や量

に応じて構成人数に軽重をつけた。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情報の共有がなされている（共通の取組・

諸問題）

特別な支援や配慮を要する児童に、適切

な指導・支援を行っている

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

校務分掌をグループ制にして運営し

たことは、有効であった

当てはまる どちらかと言えば当てはまる 当てはまらない 当てはまらない

グラフ２「学校経営・運営評価」 

グラフ３「学校経営・運営評価」 
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オ 結果 

職員会議や運営委員会の場で課題案件が顕

在化した時に、グループにもち帰って検討して

報告・再提案しますと対応する場面が増えた。 

主任や担当者は、相談体制が確立されたこと

によって安心して業務推進ができ、位置付けた

会議日以外資料９にも、互いに声を掛け合って

グループ会議をもっている。 

職員会議の要項や案件集約資料 10 をグル

ープ主体にしたことで、教職員の主体性を引き

出し、教頭の業務削減につながった。 

(2) 授業力向上につながる校内研修推進 

ア ＰＬＡＮ 

児童の「できた・分かった」を支えるのは、

教師の授業力である。この授業力を高めるため、

有用性を感じ、主体的な参加意欲を促す校内研

修の在り方を検討した。 

令和６年度は、指定を受けていたリーディン

グスキル研究推進校が他校に移り、相馬地方小

教研算数科の研究指定が３年目で発表がない

状況を踏まえ、授業力向上に特化した校内研修

へと舵を切ることを研修主任に提案した。実践

していくために｢表５ 校内授業研修条件｣につ

いて確認・共有をした。 

○ 複数回の授業研究を行う。 

 ・ 自学級で時期をずらして実施 

 ・ 同一内容を自学級と隣接学級で実施 

○ 学習指導案はＡ４用紙１枚に収める。 

○ 事前研は行わない。 

表５「校内授業研修条件」 

イ ＤＯ 

前述したとおりに小教研算数科の指定が１

年間残っていたため、「算数班」と｢リーディン

グスキル班｣の２班体制で実践を重ねた。自分

の学級で時期をずらし、同じ手立てで実践した

教員が約１／３、同一内容を隣接学級で行った

授業の反省を反映させて自学級で実践した教

員が約２／３だった。中には、学年３学級を利

用して３回実践した教員も複数名いた。 

校長は、通常学級 17・特別支援学級３の合計

20学級×２＋αで約50回弱の授業研究を全て

参観し、事後研究会で指導・助言を行った。 

ウ ＣＨＥＣＫ 

令和６年度は、１年間複数回の授業研究を校

内研修の軸として運用した結果、｢グラフ４ 学

校経営・運営評価｣資料７では、91.6％が自身

のスキルアップに役立ったと評価した。 

 

課題としては、互見授業回数増に伴って自習

体制の回数も増え、授業進度や児童への影響や

負担が大きかったとの意見が複数あった。 

エ ＡＣＴＩＯＮ 

令和７年度は、小教研が新しいサイクルにな

ったことで、研究指定がなくなった。そこで、

研究教科を主要教科に広げて個人選択にし、教

科ごとのグループ研究とした。これにより、課

題であった互見授業の回数を抑えることがで

きた。ただし、学校としての統一性を担保する

ため、全員が参観する講師招聘の授業研究を３

回設定した。 

オ 結果 

小学校では、多くの課題や事情で教科担任制

を完全導入するのは難しい。それゆえ、その日

と同じ内容の授業は最短でも 1年後、多くは数

年後、教科書改訂で二度とできない場合もある。

隣接学級を使うことで、限定的な教科担任のよ

うに、実践した反省を翌日の授業に反映させる

ことができた。自学級で時期をずらして同一手

立てで実践した教員は、柱とする手立てに対す

る意識を高め、１回目から２回目までの間に意

図的に児童を鍛えてその手立てが確実に機能

するようにした。 

これらにより、授業を企画し構想する力、児

童の実態に応じて適切に指導する力、授業を評

価・改善する力を培うことにつながった。一人

一人の教職員が課題とする力の向上につなが

る取組となっている。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

複数回の授業研究は、自身のスキル

アップに役立った

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

グラフ４「学校経営・運営評価」 
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(3) 人事評価の目標・手立てと連動 

人事評価制度説明時に、資料11シートを提

示し、重点目標や学校経営方針をもとに作成し

た学校経営運営ビジョン資料１と、人事評価制

度の関係について整理をして説明した。 

期首面談時には、その内容を目標や手立てに

反映させるよう、指導・助言を行った。中間面

談や期末面談時には、進捗状況や結果がわかる

資料を提示しての説明を求めたことで、日々の

教育活動を学校経営運営ビジョンと関連付け

て意識的に実践するようになった。｢グラフ５ 

学校経営・運営評価｣資料７では、95.8％が教

育活動を組織的に行っていると評価した。 

 

３ 安全・安心で信頼される学校であり続ける 

この項目は、日々の教育活動を積み上げてい

く土台となる部分である。それゆえ、どの学校

でも力を入れて取り組んでおり、学校ごとの独

自性を説明するのは難しい。そこで、校長が直

接、もしくはよりマネジメントを発揮して関わ

っている取組を１つずつ述べる。 

(1) 教職員一人一人が危機管理意識をもち、

学校事故防止と児童の危険回避能力の育成 

○ 各種避難訓練・安全教室 資料12 

ア ＰＬＡＮ 

各種避難訓練や安全教室での活動を通し、児

童が自らの危険回避能力を高める。 

イ ＤＯ 

全ての訓練と安全教室において、｢表６ 校長

の話の内容｣のとおり毎回同じ内容にした。 

・自分と自分の大切な人の命を守るためにやる 

・命を守るためだから、本気で取り組む 

・本気だから、命を守るための正しい知識を身につ

け、良い判断力を鍛えられる 

表６「校長の話の内容」 

ウ ＣＨＥＣＫ 

回を重ねるごとに真剣に取り組み、無駄話を

する児童がいなくなった。放送があると、動き

をやめて耳を傾ける児童が多くなった。状況に

応じた対応力を培っていく必要がある。 
エ ＡＣＴＩＯＮ 
各種訓練や安全教室の想定や内容について、

バリエーションを増やしていくように担当グ

ループに指示をした。 

(2) 教職員一人一人が高い倫理観をもち、職

務･立場に誠実に向き合い、不祥事防止 

○ 会計システムの見直し 

約５年前に不適切な会計処理があった。会計

取扱者によって処理の仕方が異なる現状があ

った。会計システム再構築の必要性を感じた。 

ア ＰＬＡＮ 

取扱者によって処理の仕方が異なることが

ないよう、工夫の余地がない会計システム構築

を目指した。まずは、適切な会計処理のため、

新システム構築について教職員に宣言し、｢表

７ 新会計システム構築工程｣を示した。 

R５：会計処理データを収集して現状把握 

R６：学校一括会計の部分導入（紙類、その他） 

R７：学年費適正価格決定 

表７「新会計システム構築工程」 

イ ＤＯ 

提示した工程に従い、令和５年度は、主査と

学年から１名ずつを会計処理担当者として任

命した。全学年の学年会計で執行されている品

目や時期をデータ化した。 

令和６年度は、印刷経費代として児童一人当

たり 1000 円を学年費に設定した。年度や学期

のスタート時ごとに、会計処理担当者会議を年

間計画に位置付けた。学年費と教材費の処理の

仕方を明確にした。曖昧であったノートや紙フ

ァイルの取り扱いを、全員同じ物を使わせる場

合は、教材費として計上するよう統一をした。

あわせて、教材費は、発注状況と使用状況を一

覧資料13で確認できるようにした。 

令和７年度は、学年費 2400 円のうち印刷経

費以外の 1400 円について令和６年度の使用状

況を検証し、学年費の適正額を検討している。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題解決に向けた教育活動を組織

的に行っている。

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

グラフ５「学校経営・運営評価」 
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ウ ＣＨＥＣＫ 

令和５年度のデータ分析により、紙類におい

て学校一括会計を導入することで、工夫の余地

のない会計システム構築に近づくと分析した。 
令和６年度は、印刷経費代 1000 円が適正で

あったかについて検証した。具体的には、校内

での印刷総経費に対し、相馬市需要費消耗品費

から印刷経費代として支出した割合と、家庭徴

収金から支出した割合を、令和２年度からの５

年分を比較した。その割合は、約７対３と５年

間大きな変化がなく、適正と判断した。 
エ ＡＣＴＩＯＮ 

令和６年度から、教科で使用する画用紙や模

造紙以外の紙は学校で一括購入することにし

た。そのため、児童一人 2400 円の学年費から

年間 1000 円を印刷経費代として学校会計「印

刷費」へ繰り入れることにした。 
オ 結果 

印刷経費を学校一括管理にしたことで、学年

会計の約４割を締めていた用紙代の処理がな

くなった。処理の割合が減ればミスも減るはず。

さらには、学年ごとのスペースが必要だった印

刷室の用紙置き場に余裕が生まれ、整理整頓に

もつながった。 
過去の会計を検証したことで、ＰＴＡ協力費

から印刷経費を支出せざるを得なかった年度

もあったことが分かった。市費と児童一人当た

りの印刷費に限定できたことも、ミスを減らす

ことにつながるに違いない。 
(3) 家庭・地域と密接に連携をして開かれた

学校づくり 

○ ホームページ更新 

諸先輩方のご尽力により、保護者や地域から

得ている信頼を継続していくためには、学校で

行っている取組や児童の様子を発信すること

だと考えた。そこで、ホームページの更新作業

は、校長の役割と決めて｢表８ ホームページ更

新件数｣のとおり行ってきた。 

R５：364 件 R６：530 件 R７：154 件（７月末） 

表８「ホームページ更新件数」 

Ⅴ 研究の考察 

１ 児童自身に「できた・わかった」の成長実

感を積み重ねさせる 

○ 相馬市では、毎月８項目のいじめ調査資料

15を実施している。同一集団の３年分の変容

が｢表９ 相馬市小・中学校いじめ調査｣のとお

り、総数とともに減少している。これは、【な

りたい自分】を目標として努力すること、【よ

さ】の価値を広げて【よさ】を自覚する機会を

意図的に設定してきたことが、児童の安定した

学校生活につながったと考える。 

 

「表９ 相馬市小・中学校いじめ調査」 

● 今後も、【よさ】の価値を広げて【よさ】を

自覚できる機会を意図的に設定し、児童の自己

肯定感を引き上げていく必要がある。 

２ 学校チーム力、教師力の強化・充実を図る 

○ 全員が役割を担う体制が整ったことにより、

一人一人が責任感をもちつつ相互の関わりを

深めてネットワーク型の関係性が構築され、組

織力の強化につながっている。 

○ 若手や新規異動者にとっては、グループ内

で役割を担うことで、力を培ったりスムーズに

業務推進ができたりし、グループがＯＪＴの機

能を果たしている。課題とした職員構成二極化

に対する手立てとして機能している。 

○ 令和７年７月にも質問内容を減らして「学

校経営・運営評価」資料 16を受けた。｢グラ

フ６ 学校経営・運営評価｣が示すとおり、｢業

務にやりがいを感じている｣教員が増えた。こ

れは、６年度末の結果を受けて校務分掌グルー

プや授業研究等について修正・改善を行ったこ

とが反映されたものと考える。その相関として、

「課題解決に向けた組織的取組」や「情報共有」

の結果も伸びたと考える。働き方改革といえば、

業務の精選や効率化を図った時間短縮に視点

がいきがちである。私は、教職員一人一人が、

日々の業務にやりがいを実感しながら業務推

1学期総数 R7入学 R6入学 R5入学 R4入学 R3入学 R2入学

Ｒ５ 251 - - 72 5 86 12
Ｒ６ 293 - 46 92 12 33 12
Ｒ７ 119 16 19 45 4 29 6
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進することも、働き方改革として必要な視点で

あると考えている。教職員一人一人がやりがい

を実感できれば、自ずと業務の効率化が図られ、

時間短縮にもつながるからである。「やりがい

を実感」してくれている教員の率が伸びている

のは大きな成果である。 

 
 

私たち教職員が抱えている業務は、幅広く量

も多い。業務過多が顕著になると、日々の業務

をこなす事が目的になり、前年踏襲が当たり前

になりがちである。しかし、桜丘小学校の教職

員は、今年度新規事業を立ち上げ始めた。（児

童会を動かしてのいじめ宣言等資料14）これ

は、教職員自らが「やりがい」を求めた能動的

な動きであり、自分達で「働き方改革」を始め

たサインと捉えられる。 

● 教職員の本音の声を聞き、校務分掌グルー

プ編成の微調整を継続する必要がある。 

３ 安全・安心で信頼される学校であり続ける 

○ 令和５年４月から令和７年７月末までの間、

交通事故や学校事故が発生していない。教職員

の不祥事も起きていない。教職員はもとより、

児童も自らの言動に対して自覚と責任をもっ

て学校生活を送るようになってきており、地域

の方から、登校中の様子がよくなったと言われ

るようになった。 
○ 学校ホームページのアクセス数「表１０ ホ
ームページアクセス数」が飛躍的に伸びた。Ｐ

ＴＡ関連の各種会合への出席率も伸びた。いず

れも、学校の教育活動に対して関心をもってい

ただいていることの表れであると考える。 

令和５年４月：約８千件 

令和６年４月：約３万件 
令和７年７月：約９万８千件 

「表 10 ホームページアクセス数」 

● 学校事故が発生していない状況や学校に関

心をもっていただいている状態を継続してい

くこと。そのための具体的取組を行うこと。 
Ⅵ 終わりに 

主役は児童であり、支えるのが我々教職員や

保護者である。この三者に対して３つの学校経

営方針を具現化する形で具体的手立てを講じ、

ＰＤＣＡを意識してマネジメントしてきた。 
学びの変革を進めるチーム学校として、教職

員が進んで挑戦をし、変化を感じて工夫や創造

を始めたチーム桜丘は、素晴らしいチームに成

長してきていると確信する。今後も、取組への

精度の高い評価を得て丁寧に検証し、効率よい

効果を得るためのビルド＆スクラップをいと

わず、常にバージョンアップを図り続けていき、

チーム力を培い成長させていく。 
主役である児童は、いくつかの取組により、

安定した学校生活と日々を目的的に生活して

いく手がかりをつかんだ。今後も様々な角度か

らアプローチを続け、｢今日来てよかった・明

日来るのが楽しみな学校経営｣を目指していく。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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資料１ 令和 7 年度 学校経営・運営ビジョン 
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資料２ 全校集会・縦割り班活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 令和 6 年度 児童学校生活アンケート 
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1%
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8%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中、すすんで学習していますか

まわりの人にやさしくしていますか

体を動かすのは、楽しいですか

学校は楽しいですか

授業はわかりやすいですか

先生は、あなたの話をきいてくれますか

授業では、自分の考えが伝わるように話していますか

どんなことができるようになりたいのか、目的をもって家庭学習

をしていますか

相手に伝わるあいさつをしていますか

自分のよいところを知っていますか

なりたい自分をめざして学校生活をしていますか

学校や相馬市・福島県の自慢できることを知っていますか

健康に気をつけて生活していますか

災害や事故から自分の命を守るためにどうすればよいかわか

りますか

学校でのできごとを、お家の人に話していますか

お家の人は、学校の行事などを見にきてくれますか

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

児童学校生活アンケート

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

縦割り班活動（月に一度） ６年生を送る会（３月） 

縦割り班のメンバーから寄せられた

言葉を嬉しそうに読み込む６年生 

６年生が毎月、１～６年生みんなで

楽しめるよう、配当場所に応じた活

動を工夫して考えている。 

令和６年１２月実施。相馬地方小学校長会の研究と連

動させた。質問に対する回答精度を上げるため、極力

ダブルバーレルとならないアンケート内容にした。 

月に一度の全校集会。内容は校長に委ねられて

いる。左は、毎回の重点目標確認の様子。右は、

相手に伝わる挨拶名人を学年１人ずつ紹介 

全校集会（月に一度） 
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資料４ さくらっ子スマイルカンパニー・さくらっ子賞 

 

 

 

 

 

あいさつニコニコ会社（6年） ｻｸﾗｯｺﾚｲﾝﾎﾞｰ会社（5年） 放課後会社（6年） 

活動状況通知掲示板 

毎朝各教室に出かけて挨拶 

放課後、教室や共有場所清掃 

月水金に昇降口で挨拶 

１学期終業式さくらっ子賞表彰 さくらっ子賞表彰者 さくらっ子賞用メダル 

校長は授与するにあたり、白手袋

を装着してその価値を高める演出 

さくらっ子賞授与賞状 

受賞者の努力を具体的にたたえ、他の児童の目

標や今後の見通しにできるような文面にした。 

「さくらっ子スマイルカンパニー」と「さくら

っ子賞」について保護者に周知した学校だより 

授与メダルは、この賞の価値を高めるために金型を作

成して特別注文した。ＰＴＡ役員に相談をし、「ＰＴＡ資

源物回収」の益金を、メダル代にしていただくことにし

た。さらに、児童が登校時に持参しやすいあき缶は、

通年で集めることにし、児童・保護者に周知した。 

15



資料５ 令和７年度１学期通知表総合所見 

 

 

 

 

 

第１学年 ２０代採用２年目 

算数科「ぜんぶでいくつ」の学習では、たす数とたされる数が入

れ替わっても答えが同じになることに気付き、たしざんの規則性を

理解することができました。数の構成の理解が進み、計算力が高

まっています。生活面では、友達に対して優しく接し、周りの様子

をよく見て行動することができています。教室のごみを積極的に

拾ったり、水筒を忘れないように友達に声をかけたりと細やかな気

配りが素晴らしかったです。 

第１学年 ２０代大卒初任者 

ひらがなの学習では、１文字ずつ形や書き順に気を付けて練習

したため、五十音を正しく書くことができるようになりました。その

成果もあり、ノートやプリントの字も見やすいです。教師や友達の

話を熱心に聞く態度が身に付き、話を聞いたあとはすぐに行動に

移すことができました。学習も生活も前向きに取り組みました。学

級では、配り係として活動を行うことができました。困った時は友

達と相談し、考えて取り組みました。 

第２学年 ５０代先達者 

音楽科「ドレミであそぼう」の学習では、「ドレミの歌」に合わせた身

体表現を通して音の高低を理解し、伸びやかな歌声で楽しく歌う

ことができました。「かえるの合唱」の伴奏では、指をスライドするこ

とで無理なく演奏できることに気付き、何度も練習に取り組むこと

で演奏の技能を高めました。学級では保健カード当番として責任

をもち、毎日の健康観察カードを友達と協力して保健室に届ける

姿が見られました。大きな声で元気よく挨拶や返事ができることが

素晴らしいです。 

第２学年 ２０代採用２年目 

国語科では、進出漢字を確実に身に付けたり言葉の意味を正し

く理解したりすることができました。身に付けた漢字や語彙を生か

し、物事の順序を適切に捉えて説明文を読んだり、場面の様子を

豊かに想像して物語を読んだりする力を伸ばしました。体育科の

新体力テストでは、反復横跳びや立ち幅跳び、シャトルランなど

で少しでも良い記録を出そうと意欲的に取り組み、跳躍力や俊敏

性、全身持久力を伸ばしました。清掃当番として、昼休みに教室

のごみを箒で掃く仕事に取り組みました。 

第３学年 ２０代２校目今年度異動者 

算数科の「わり算」の学習では、問題の意味をよく理解して式を立

てたり、正確に答えを求めたりすることができ、確かな計算力を身

に付けています。理科「風やゴムのはたらき」の学習では、風やゴ

ムの力を利用して物を動かす仕組みに興味をもち、友達と協力し

て実験に取り組み、理解を深めました。学習当番として、次の時

間の学習の準備物についてみんなに伝えることができました。 

第４学年 ２０代講師今年度中学校からの異動者 

算数科の「角」の学習では、分度器を正しく使い、角を正確に測

ることで操作技能を身に付けることができました。また、180度より

大きい角度についても、360度からどの角度を引けば答えが出る

のかを理解しており、角の大きさの見方・考え方を高めました。ま

わりの友達の様子をよく見て、困っている人に声をかけたり、手伝

ってあげたりするなど、優しく接することができました。 

第５学年 ３０代採用３年目 

黒板当番として、黒板消しを友達と協力しながら責任をもって取り

組みました。 国語科「銀色の裏地」の学習では、登場人物の関

係を図でまとめることができました。叙述を基に登場人物の心情

の変化を捉えることで読む力を高めました。算数科「合同と三角

形、四角形」の学習では、三角形の合同な図形を３つの構成要

素で作図できることを理解し、作図の技能を身に付けました。 

第５学年 ４０代今年度異動者 

児童会企画・運営委員として、いじめ防止宣言の内容を学級で

検討するために学級会を開いたり、全校児童へ放送で呼びかけ

たりと責任をもって取り組むことができました。国語科「みんなが使

いやすいデザイン」の学習では、トイレのバリアフリーについて情

報を集め、整理することができました。 また、伝えたいことを明確

にして報告する文章を書くことで、表現する力を高めました。 

第５学年 ２０代今年度大卒新採用 

いつも友達と笑顔で接しています。相手の立場や気持ちを考え

て行動している姿はとても頼もしく、高学年としての言動に成長を

感じます。家庭科「私の生活、大発見!」の学習では、生活を振り

返り、お母さんやお父さんの負担が大きいことに気付きました。家

族の一員として、生活をよりよくしようと、自分ができることは何か

を考えました。主体的に家庭生活を実践する意欲を高めました。 

第６学年 ２０代２校目今年度異動者 

算数科「対称な図形」の学習では、身の回りの物や既習の図形を

線対称や点対称として見ることで、対称な図形の意味や特徴の

理解を深めることができました。 問題を自力解決する力も育って

います。 体育館にマスクが落ちていた際、自分から進んで拾っ

て捨てました。落とし物も気付いたら拾うことが多く、進んで校舎

の美化に努める様子が見られました。 

通知表作成前に、総合所見について指導・助言を行った。様

子の伝達で終わることなく、様子を通して児童のどんな力が

伸び・身に付いたかを「よさを価値づけ」て所見とするよう、

例を示して説明をした。下のとおり、採用や経験年数に関わ

らず「よさ」を意識して所見を作成した。 
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資料６ 発達に課題がある子どもたちへの対応について 

子どもは当然ながら未成熟です。そこには２つの未成熟さがあります。一つ

は、発達の過程にあるレベル的な未成熟さと、もう一つは、凸凹のバランスが悪

い未成熟さです。レベル的なものについては、発達の過程にあり、学びの途中な訳ですから当然と言えます。しかし、凸凹

については意外に見落としがちです。 

その凸凹具合は、昔の子ども以上に大きくなっていると感じています。要因はいくつかあると思っています。一つの要因

として、社会的な環境として、大量の情報が直接入ってくることと、大人の口出しが格段に増えたことがあると思います。これ

らによって、凸の部分が大きくなっています。つまり昔の子どもが知らなかったことを、今の子どもたちはたくさん知っていま

す。ところが、知っていることとそれらを正しく使えることとは別です。感情的にも技術的にも未発達なのですから、そんなに

簡単には使えません。知ってはいるのに使うことはできない時点で、凸凹はかなり大きくなっています。例えば、大人とは付

き合えるけど、子どもとは人間関係が築けない子どもがとても増えています。身近で思い浮かぶ子がいると思われます。 

さらに、大きい要因が発達の問題です。環境や時代背景的なものにより、感覚を統合させる機会が激減したことが大きい

です。少年 kimura の小学校時代、登下校中だけを振り返っても、「縁石から落ちずにどこまでいけるか」、「車とすれ違うた

びに車の影をジャンプして飛び越す」、「車が連続できたらその分大きくジャンプして影は決して踏まないように頑張る」、今

思い返すと、朝から晩まで一日中感覚を統合するために、何かしら動いていたように思います。 

感覚統合がうまくいかない場合、様々な感覚情報を脳が適切に整理（感覚の強弱を調整したり、受け入れる量を調節し

たりする）できなくなり、日常生活で様々な困難が生じます。集中力低下、不器用さ、運動能力の低下、情緒の不安定さ、さ

らには学習やコミュニケーションの問題などの困難につながることがあります。 

こんなふうに凸凹が大きかったり、発達に課題を抱えていたりする子に対し、周りで関わる人間全員が同じ価値観や対応

だと、収まるところがなく、はみ出る子が必ず出てきます。 

モラルは社会で自立していくために、当然大切です。そして、そのモラルは社会に出る段階である程度確立している必

要があります。小学生の現段階での優先順位は何かを考えると、凸凹のある自分を認めること・凸凹のある自分を受け入れ

られること・凸凹のある自分とうまく付き合えること→活躍できる場所を見つけるためにも、まずは学校と繋がっていることが

大事だと考えます。 

収まる居場所を提供する大人、モラルを教える大人、自分との向き合い方を教える大人、勉強を教える大人、凸凹に合

わせて様々な役割分担があって良いのではないかと考えます。 

 

資料７ 令和 6 年度 学校経営・運営評価 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

概ね、児童は１年間分の成長をしている

校務分掌をグループ制にして運営したことは、有効であった

全学年で学級編成したことは、有効であった

情報の共有がなされている（共通の取組・諸問題）

課題解決に向けた教育活動を組織的に行っている

特別な支援や配慮を要する児童に、適切な指導・支援を行っ

ている

風通しの良い職場である

複数回の授業研究は、自身のスキルアップに役立った

ＲＳを意識して授業を行っている

日々の業務に、やりがいを感じている

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

令和 6 年度 学校経営・運営について、無記名で評価を受け

た。次頁のとおり、具体的なコメントも受け付けた。 

特別支援教育全体会の中で、校長か

ら教職員に説明・お願いした内容 
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【学級編成】 

〇児童同士や教師と児童間のより良い関わりが生まれるため、毎年の学級

編成は基本的に賛成だと考える。ただ児童同士に新しいつながりができて、

悪い影響を与え合っている様子も見られる。慎重に行っていく必要がある。 

〇生徒指導面から見て、1 年でのクラス替えは高学年では有効な面が多い

ような感じがする。 

【校務分掌グループ制】 

〇校務分掌をグループ制にした事で、先生方の意見を聞くことができ、自信を持って運営を進めることができました。 

〇グループ制の運営は、来年度も継続して行うとよいと思う。 

〇校務分掌をグループ化することにより、業務を抱え込むことなく、共同的に取り組むことができました。 

〇グループ分けについて、グループによっては話し合う内容に軽重があり、それに合わせた人数の配置があると良いと感じ

ました。グループで話し合う場が定期的にあったのは、共通理解を図る上で有効でした。 

●教育調査部や合唱部についてもグループ制に加えて、複数人で対応できるようにしてほしい。（少数体制では対応でき

ないため） 

【特別な支援や配慮を要する児童への対応】 

〇保護者への対応を担任だけではなく、校長先生や教頭先生にも入っていただけたのは良かった。また、ケース会議を開

いてもらえたことも良かった。 

【複数回授業研究】 

〇1 人複数回研究授業は修正して授業改善ができたので良かったです。 

●複数回の授業はスキルアップには良かったが、学年で互見授業の回数としては 10 回以上あり、自習体制をとるのは大

変だった。出張等を考えると授業を進めたいところもあった。 

【やりがい】 

●業務にやりがいは感じているが多忙感もある。 

 

資料８ 校務分掌グループ 

 

令和 6 年度 学校経営・運営評価で寄せ

られた主なコメント。●の課題について

は、令和７年度「校務分掌グループ」と「現

職教育計画」に反映させた。 

令和 6 年度 学校経営・運営評価で明ら

かになった課題を反映させ、グループの

カテゴライズを若干修正するとともに、グ

ループの配当人数に軽重をつけた。 
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資料９ 第 1 回運営委員会資料 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営委員会 

グループ会議（Ａ） グループ会議（Ｂ） グループ会議（Ｆ） 

年度のスタートは、 

１ 職員会議（学校経営方針の説明） 

２ 運営委員会（グループ会議・運営

委員会・職員会議について関係性の

説明、各グループにおいて強化して取

り組んでほしい内容依頼、スケジュー

ル確認） 

３ グループ会議（第２回職員会議で

提案する内容の協議、共有する内容

の確認） 

とした。 

★ この時の第 1 回運営委員会にお

いて、「さくらっ子賞」と「さくらっ子スマ

イルカンパニー」について、別資料を

使って提案をした。 

臨時学年主任会 

教務主任が丁寧にコーディネートしてくれており、グループ会議当日にグルー

プの代表に声をかけ、必須の協議内容や協議の場所を確認している。協議の

場所は、職員室の黒板に板書して周知してくれているため、確実に運用されて

いる。 

さらに教務主任は、必要に応じて「臨時学年主任会」を設定し、教育活動の内

容によってはより丁寧に調整をしてくれている。 
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資料１０ 職員会議要項 

 

 

資料１１ 人事評価シート記入例 

 

福島県教育委員会が提示している「人事評価シートの記入例」に、青

吹き出しを追加し、学校経営方針・重点目標との関連について整理し

て提示した。 

職員会議案件集約を教頭業務からグ

ループ主体とした。これにより、要項作

成を含めた職員会議にかかっていた教

頭の業務を軽減することができた。 
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資料１２ 各種避難訓練・安全教室時の校長の話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１３ 教材費支出伺・使用確認書（1 学期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１４ 教職員が主体的に立ち上げた事業（いじめ宣言） 

 

 

避難訓練校長の話 

各種避難訓練・安全教室の「校長の話」で毎回使用する、3 枚のカー

ド。避難訓練や安全教室は、「自分と自分の大切な人の命を守るため

にやります」→「だから本気でやることが大事です」→「本気でやるか

ら、命を守るための正しい知識と良い判断力を鍛えることができます」 

校長の話で使用するカード 

年度初めに作成した「教材使用届」にデータを連動させ、「納品状況」・

「教材使用状況」をこの一覧表と照らし合わせて確認する。「教材使用

状況」は学年主任と学年会計担当者が確認する。「納品状況」は学年

会計担当者と主査が納品書・領収書をもとに確認する。最終的に、管

理職が全ての帳簿や伝票を確認する。 

代表委員が作成・掲示 
Ｂグループ作成 

４月 1 回目の「全校集会」は、令和５年～７年の３年間「いじ

めを許さない学校宣言」を行ってきた。校務分掌グループが

主体的に動き始めた 1 つとして、Ｂグループと E グループと

連携し、児童会代表委員会を動かして「さくらっ子いじめ防止

宣言」を「さくらっ子」のあいうえお作文で作成した。児童会を

動かす発想には、児童の【よさ】を引き出す意図を感じた。発

表も、昼の放送や１学期末終業式でも行うなど、繰り返し行

わせた。短い期間で児童に浸透しつつある。 
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資料１５ 相馬市小・中学校いじめ調査 

 
資料１６ 令和７年度 1 学期 学校経営・運営評価 

 

 

参考資料 

「Society 5.0 に向けた人材育成 ～ 社会が変わる、学びが変わる ～」 Society 5.0 に向けた人材育成

に係る大臣懇談会 新たな時代を豊かに生きる力の育成に関する省内タスクフォース 

「第７次福島県総合教育計画」福島県・福島県教育委員会 

学校
○ いじめの認知件数、現在の状況を記入してください。

区  分 4 5 6 7.8 計
解消

(観察中)
解消に
向けて
取組中

その他

1 ひやかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言わ
れる。

0 0

2 仲間はずれ、集団による無視をされる。 0 0

3 軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたり、蹴ら
れたりする。

0 0

4 ひどくぶつかられたりたたかれたり、蹴られたりする。 0 0
5 金品をたかられる。 0 0

6 金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられた
りする。

0 0

7 嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させ
られたりする。

0 0

8 パソコンや携帯電話等で、ひぼう・中傷や嫌なことをさ
れる。

0 0

その他（　　　　　　　　　　　　　） 0 0

その他（　　　　　　　　　　　　　） 0 0
計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

○
○
○
○
○
○

○

「現在の状況」は、提出した時点での状況です。１学期に「取組中」だったが２学期に
末には解消となった場合は２学期の提出時点で「解消」に変更するようになります。
提出〆切：１学期７月２５日(金)、２学期１２月２５日(木)、３学期３月１９日(木)

■Ｒ７  いじめに関する調査票（相馬市小・中学校）

9

いじめの定義はいじめ防止対策推進法によるものです。
「区分」「現在の状況」は、変容を捉えるため昨年度と同じ調査項目にしております。
令和２年４月からの件数です。発生した月に件数を記入してください。
「区分」が複数になる場合は、主な区分でカウントしてください。（複数選択不可）
その他の欄が不足する場合は、行を追加して記入してください。

桜丘小

１学期 現在の状況
計

0% 20% 40% 60% 80% 100%

校務分掌をグループ制にして運営したことは、有効であった

情報の共有がなされている（共通の取組・諸問題）

課題解決に向けた教育活動を組織的に行っている

特別な支援や配慮を要する児童に、適切な指導・支援を

行っている

風通しの良い職場である

日々の業務に、やりがいを感じている

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

1 学期終業式で発表 よいトイレの使い方を募集 

トイレの使い方が乱れた時、こ

れまでであれば犯人を捜したり

正しく使うように全体指導をした

りしてきた。それが、「よい使い

方」を児童に募集をした。多くの

児童が反応をし、付箋紙に書き

込んで投稿した。この取り組み

により、トイレの使い方が改善

した。 

令和７年度 7 月実施。 学校経営・運営について、

無記名で評価を受けた。前年からの変容だけでな

く、年度内の変容も確認して評価の精度を高める

ために実施した。 
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Ⅰ 研究構想 

１ 研究主題の理由 

(1) はじめに 

(2) 児童の実態から 

図 1 質問調査結果（男女平均） 
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２ 研究主題について 

(1)「運動の楽しさや喜び」について 

図 2 運動の楽しさや喜びの系統性 資料 1 

(2)「仲間と共に育んでいく」について 

図 3 対話的な学びのイメージ 資料 2 

(3)「運動が苦手な児童に視点を当てた、 

指導と評価の一体的な充実」について 

３ 研究仮説 

４ 研究の内容 

(1) 対象児童 
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(2) 実施単元 

(3) 使用機器、アプリケーション 

(4) 仮説検証にせまる手立て  

① 対話的な学びを通して、自己の思考を広げ

深める工夫（児童） 

② 学習カードの工夫（児童） 

③ 単元構想図と自己評価（教師） 

図 4 単元構想図 資料 3 
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Ⅱ 研究の実際 

1 授業テーマ 

 

2 単元構想 

図 5 単元構想図（高跳び） 資料 4 

３ 手立てを生かした実践の展開と考察 

写真 1（左）・2（右） 仲間の動きを見て学ぶ様子 
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図 6  B 児の高跳びワークシート 資料５ 

図 7 自己評価シート 資料６ 

【実践２】体育領域 

1 授業テーマ

2 単元構想 

図８ 単元構想図 資料 3 
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３ 手立てを生かした実践の展開と考察 

写真３（左）・４（右） ミニミーティングの様子 

図 9  B 児学習カード 資料７ 
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図 10 自己評価シート 資料８ 

【実践３】保健領域 

1 授業テーマ 

2 単元構想 

図 11 単元構想図 資料９ 

３ 手立てを生かした実践の展開と考察 

写真５（左）・６（右） グループワークと全体共有の様子 

29



図 12 自己評価シート 資料 1０ 
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Ⅲ 研究のまとめ 

１ A 児と B 児のインタビュー調査から 

２ 教師の自己評価から 

図 13 自己評価シート AI 分析 資料 1１ 
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３ 研究の総括とこれからの展望 

図 14 段階別評価 資料 1２ 
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Ⅰ 研究の概要  

１ 通級による指導の今日的な動向 

通級による指導は、通常の学級に在籍し、

通常の学級での学習におおむね参加でき、一

部特別な指導を必要とする児童生徒に対して、

障がいに応じた特別の支援を行う指導形態の

ことである。 

直近１０年間で義務教育段階の児童生徒数

は１割減少する一方で、特別支援教育を受け

る児童生徒数は年々増加している。その中で

も、通級による指導は、平成２３年度は利用

数が６万５千人と全体の０.６％だったが、令

和３年度は１６万３千人と全体の１.７％と

なり、２.５倍になっており、増加が顕著に表

れている。しかしながら、令和４年１２月に

公表された『通常の学級に在籍する特別な教

育的支援を必要とする児童生徒に関する調査

の結果について（文部科学省）』では、知的発

達に遅れはないものの学習面又は行動面で著

しい困難を示すとされた児童生徒のうち、現

在、校内委員会において、特別な教育的支援

が必要と判断された児童生徒の支援状況は、

通級による指導を受けていない児童が７１.

４％いることが明らかになっている。 

 

２ 発達障害者支援法について 

通級による指導を受けている児童が大きく

増加している要因として、特別支援教育に関

する理解や認識の高まりや、障がいのある児

童生徒の就学先決定の仕組みに関する制度の

改正等が関連しているのではないかと思われ

る。発達障害者支援法については、平成１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

年１２月に公布された際に、国及び地方公共

団体は、発達障がいのある児童生徒に対し、

その障がいの状態に応じ十分な教育を受けら

れるようにするため、適切な教育的支援、支

援体制の整備その他必要な措置を講じるもの

と責務が明確化された。さらに、平成２８年

５月には、発達障害者支援法が改正され、発

達障がいのある人への切れ目のない支援、家

族なども含めたきめ細かな支援、地域の身近

な場所で受けられる支援が重要であることが

示された。ライフステージが変わるたびにそ

れまでの支援が失われたり、発達障がいを抱

える人が不利益を被ったりすることがないよ

うに、自治体や教育機関が情報共有を行って

いくことが重要である。 

 

３ 福島県と南会津の特別支援教育の重点 

福島県教育委員会は、『令和７年度学校教育

指導の重点〈特別支援学校教育版〉』の中で、

福島県が推進している「地域で共に学び、共

に生きる教育」の実現のためには、小・中学

校における通常の学級、通級による指導、特

別支援学級、特別支援学校といった連続性の

ある多様な学びの場の充実と学校教育と関係

機関等が連携・協力し、乳幼児期から学校卒

業後までの切れ目のない支援体制を整備する

ことが不可欠であると述べている。それらを

踏まえて、「連続性のある多様な学びの場を重

視した対応」「一人一人の教育的ニーズに応じ

た指導の充実」「自立と社会参加に向けた教育

の充実」の３つの指針を令和７年度の特別支

援教育の重点として示している。 

研究主題 

通級指導教室における特別支援教育のセンター的機能を意識した取り組み 

～縦横のつながりを活かした切れ目のない支援体制の充実を目指して～ 

 

只見町立朝日小学校 教諭 横田 みなみ 
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南会津教育事務所では、県の重点を踏まえ

て、「個別の指導計画を活用した個々の学習指

導の明確化、学年・学校間の円滑な接続」「教

育的ニーズの３つの観点（①障がいの状態等、

②特別な指導内容、③教育上の合理的配慮を

含む必要な支援の内容）を踏まえた適切な教

育の提供」「卒業後の姿をイメージし、地域・

関係機関等と連携を図るキャリア教育の充実」

の３つの指針を示している。以下のことから、

南会津の地域性を大切にした実践を考えてい

くことが大切であると考える。 

 

４ 南会津管内の通級による指導について 

南会津管内では、令和７年度、約７０名の

児童が通級による指導を受けている。南会津

管内で通級指導教室が初めて設置された平成

３０年度と比べると、通級による指導を受け

ている児童は年々増加している。 

通級による指導は、児童生徒が在籍する学

校において指導を受ける自校通級、他の通級

指導教室が設置されている学校に通級し、指

導を受ける他校通級、通級による指導の担当

教師が該当する児童生徒のいる学校に赴き、

複数の学校を巡回して指導を行う巡回指導の

３つの実施形態がある。南会津管内は、学校

間の距離があり、児童生徒の移動に時間を使

ってしまうと、指導時間が限られてしまうこ

とから、巡回指導を採用している。巡回指導

のメリットとしては、対象となる児童生徒が

少ない小規模校においても実施が可能になる

こと、通級による指導の担当教師と通常の学

級の担任等との連携や校内における共通理解

が図られやすいこと、保護者の送迎の負担が

ないことなどが挙げられる。学校間の移動等

により、通級による指導の担当教員への負担

が大きい部分はあるが、前記の巡回指導メリ

ットを活かして通級による指導を運営してい

くことが、南会津の特別支援教育を充実させ

ていく上でも、重要である。 

 

５ 只見町の通級による指導について 

 只見町では、平成３１年度より通級による

指導を開始している。現在、町内の只見小学

校、朝日小学校、明和小学校の３つの小学校

を曜日ごとに通級による指導の担当教員が巡

回して指導を行っている。通級による指導を

受けている児童の障がい種別としては、注意

欠陥多動性障がい、自閉スペクトラム症、選

択性場面緘黙症、気分障がい、また、診断は

受けていないものの前記のような傾向が見ら

れるなど、多岐に渡っている。 

中学校の通級による指導については、希望

する生徒、保護者はいるが、定数に満たない

ため、現在開級に至らない状況が続いている。

３つの小学校から１つの中学校に進学する際

に環境の変化や新しい人間関係に対応できず、

中学校１年生の１学期中旬を過ぎた頃から、

不適応を示す生徒が出現するという現状があ

る。 

 

６ 主題設定の理由 

 令和５年３月にまとめられた『通常の学級

に在籍する障害のある児童生徒への支援の在

り方に関する検討会議報告（文部科学省）』で

は、校内支援体制を充実させること、通級に

よる指導を充実させること、通級による指導

を担当する教師等の専門性の向上を図ること、

特別支援学校における小中高等学校等への指

導助言等のセンター的機能を充実させること、

インクルーシブな学校運営モデルを創設する

ことなどが提言された。 

 これらの提言は、只見町でも意識して取り

組んでいかなければならない課題である。 

そこで、本研究では、通級による指導を担

当する立場を活かして、特別支援教育のセン

ター的機能を意識した縦横をつなげる積極的

な支援を行っていくことを通して、只見町全

体の切れ目のない支援が充実することを目指

したい。そのことが、連続性のある多様な学

びの場の充実にもつながっていくと考える。 
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７ 研究仮説 

 

８ 研究仮説の具体化に向けて 

（１）「通級による指導を担当する立場を活か

す」とは 

只見町は前述したように巡回による通級指

導を実施している。伊藤ら（2015）は、巡回

による通級指導を担当している教員について、

「子どもへの直接的な指導・支援のみならず、

校内全体への支援に対する期待も高い。」と述

べている。教職員との連携が取りやすいこと、

各校の実態を把握しやすいことなど、巡回指

導のメリットを活かし、切れ目のない支援の

引き継ぎの仕組みづくりを推進していくこと

が、進級、進学時の引き継ぎを円滑に進めて

いく上で重要になるのではないかと考える。 

（２）「特別支援教育のセンター的機能を意識

した支援」とは 

 文部科学省は、『特別支援教育を推進するた

めの制度の在り方について（答申）』の中で、

特別支援学校に期待されるセンター的機能を

「小・中学校等への教員への支援機能」「特別

支援教育等に関する相談・情報提供機能」「福

祉、医療、労働などの関係機関等との連絡・

調整機能」「小・中学校等の教員に対する研修

協力機能」「障害のある幼児児童生徒への施設

設備等の提供機能」を例示している。現在、

特別支援学校が設置されていない南会津にお

いては、巡回指導を行っている通級による指

導を担当する教員が前述の機能を担って職務

を遂行することによって、障がいのある幼児

児童生徒が円滑に支援を受けられるような環

境の醸成の一助になるのではないかと考える。 

（３）「縦横のつながり」とは 

厚生労働省が障害児支援の在り方に関する

検討会において平成２６年７月にまとめた

『今後の障害児支援の在り方について（報告

書）』の中では、ライフステージに応じた切れ

目のない支援を「縦の連携」、保険、医療、福

祉、保育、教育、就労支援等とも連携した地

域支援体制の確立を「横の連携」と示してい

る。そこから、「縦の連携」では、書類の行き

来だけでなく丁寧なやり取りができる体制づ

くりをしていくこと、「横の連携」では、子ど

もを支えるそれぞれの機関が方向性を合わせ

て、支援を進めていけるようにするための情

報共有や相談の場を設定していくことで、障

がいのある幼児児童生徒が一貫した支援を受

けることが可能になるのではないかと考える。 

（４）「切れ目のない支援体制」とは 

令和３年１月にまとめられた 『新しい時代

の特別支援教育の在り方に関する有識者会議

報告（文部科学省）』の中でも、関係機関の連

携強化による切れ目ない支援の充実は重要で

あることが示されている。特別な支援が必要

な子供が就学前から社会参加まで切れ目なく

支援を受けられる体制の整備は、児童生徒の

自立や社会参加を促す上でもよい影響を与え

るのではないかと考える。 

 

Ⅱ 研究内容  

本研究は、只見町に設置されている只見小

学校、朝日小学校、明和小学校、只見中学校

の４校を対象に、「縦」の連携と「横」の連携

の２つの柱と６つの実践をもとに研究を行う。 

１ 「縦」の連携の推進 

（１） 特別支援教育ファイルの統一 

（２） 引き継ぎケース会議の実施 

（３） 中学校への訪問や情報交換 

２ 「横」の連携の推進 

（１） 校内での情報共有 

（２） 放課後子どもクラブとの連携 

（３） 特別支援教育サークルの開催 

通級による指導を担当する立場を活か

し、各校に特別支援教育のセンター的機

能を意識した支援をしていけば、縦横の

つながりのある切れ目のない支援体制が

実現されるだろう。 
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Ⅲ 研究の実際  

１ 「縦」の連携の推進 

（１） 特別支援教育ファイルの統一 

令和３年６月に文部科学省より発出の『障

害のある子供の教育支援の手引～子供たち一

人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実

に向けて～』においては、情報の引き継ぎに

ついて、「早期からの一貫性や一覧性が高く関

係機関等の間の情報共有が容易なファイル

（「相談支援ファイル」等）の形でとりまとめ、

適宜就学に関する情報を追加するなど、計画

作成の作業負担の効率化を図ることも有効」

「各学校や地方公共団体において定めている

個別の教育支援計画の様式を、可能な限り域

内においてより標準化し、充実する方向で活

用し、担任や学校等が変わっても、教育上の

合理的配慮を含む必要な支援の内容の提供が、

切れ目なく確実に引き継がれるよう努めてい

くことが重要」「作成後は、本人及び保護者の

了解を得た上で、着実に就学先に引き継がれ

ていくことが必要」であることなどが、示さ

れた。 

上記のことからも、一貫した切れ目のない

指導・支援ができるように、子どもの個別の

教育支援計画、個別の指導計画、諸検査の結

果、指導内容等に関する情報を、扱いに留意

しつつ、必要に応じて共有できるように管理

していくことが必要である。 

令和６年度当初の段階で、只見町内では、

各学校によって、個別の教育支援計画や個別

の指導計画、諸検査の結果等について、下記

の表１のように情報の管理の仕方が様々であ

った。 

Ａ校 
特別支援関係ファイルと個別の

ファイルに綴じている 

Ｂ校 
個別の教育支援計画のファイル

と学級経営誌に綴じている 

Ｃ校 
特別支援関係ファイルと学級経

営誌に綴じている 

表１ 各校の情報の管理の仕方 

 担任が替わったときに、検査結果等がどこ

に綴じてあるのかすぐに探し出せない様子や

引き継ぎの際に個別の教育支援計画や個別の

指導計画がうまく活用されていない様子が見

られた。 

 そこで、各学校に特別支援に関する情報を

個人ごとに分けて整理することを提案した。

（資料１）特別支援個別ファイルに綴じてお

く内容（個別の教育支援計画、個別の指導計

画、検査結果、診断書、就学支援委員会の個

人票、ケース会議等の記録）やファイルの色

などを町内で統一し、中学校に各小学校が同

じ形式で引き継ぎができるようにした。（写真

１・２）各学校の特別支援コーディネーター

に協力を得ながら、整理を進めた。個別のフ

ァイルに整理し直したことについて、「担任が

替わるときの引き継ぎがしやすくなった」「ケ

ース会議の際に、資料が探しやすくなった」

等、肯定的な意見が教職員から多く聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）引き継ぎケース会議の実施 

個別の教育支援計画の関係機関との情報共

有について、学校教育法施行規則第１３４条

の２には、「児童等又はその保護者の意向を踏

まえつつ、あらかじめ、関係機関等と当該児

童等の支援に関する必要な情報の共有を図ら

なければならない」とされている。 

令和３年１月に福島県教育委員会より示さ

れた『ふくしまサポートガイド～ふくしまの

写真１ 

特別支援個別ファイル 

（オレンジファイル） 

写真２ 

分類ラベル 
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すべての子どもたちのために～』では、校種

間連携のポイントとして、「校種間連携＝児童

生徒の交流のみにしない」「校種間でアセスメ

ントシートを共有し、援助や配慮が必要な児

童生徒については丁寧な引き継ぎを行う」「ア

セスメントシートを活用する事で、新しい担

当者がスムーズに援助に入れるようにする」

の３点が挙げられている。 

「丁寧な引き継ぎ」を意識した取組として、

中学校に進学する６年生の中で、通級による

指導を利用している児童と、特別支援学級に

在籍している児童を対象にした引き継ぎケー

ス会議の実施を提案した。（資料２）「特別な

支援が必要な子供にとって、特に就学や進学

時の移行期は、心身共に負担が大きくなるこ

とが考えられるため、進学先の新たな学びの

場でのスタートをスムーズに切るために、そ

れまでの支援を継続できるようにする」「各学

校間において、引き継がれた支援内容を校内

で共有し、組織的に取り組む支援体制を整え

る」の２つを目的として、１月中旬に中学校

教員による小学校の通常学級での授業の様子

の観察、ケース会議の打ち合わせ、２月中旬

に中学校教員による小学校の特別支援学級・

通級による指導の授業の様子の観察、保護者

を交えた引き継ぎケース会議、３月下旬に保

護者の許可を得た上での特別支援個別ファイ

ルの中学校への引き継ぎという計画を立てて

実施した。また、通級による指導を利用して

いる児童は、新しい環境への不安を大きく感

じやすかったため、学級担任の提案による第

６学年の児童全員で中学校の教室を借りての

授業の実施（写真３）、入学式リハーサルの実

施も併せて行った。 

 丁寧な引き継ぎを行ったことで、児童の中

学校進学への不安が軽減し、最初は中学進学

に対して「不安しかないです」と言っていた

児童も、卒業の頃には「特に心配なことはな

いです」と前向きな言葉を発するようになっ

た。また、保護者からも「小学校でお世話に

なった先生とこれからお世話になる中学校の

先生と子どもの様子について情報共有できた

ことで安心できた」「心配していた部分の対応

が相談できてよかった」と、引き継ぎケース

会議の実施が安心感に繋がったことが確認で

きた。中学校においても、「小学校段階での授

業の様子を参観することで中学校入学後の姿

がイメージでき、必要な支援や入学後に想定

される課題を明確にできた」「支援に関する情

報や当該児童の特性についての情報を入学前

段階で細やかに引き継ぐことで中学校職員へ

の具体的な情報共有が可能となった」「入学前

に保護者とのケース会議を開催することで中

学校教員とのラポートがつくられ、学校と家

庭間の当該生徒理解、学校の支援と保護者の

願いへのズレを軽減することに繋がった」と、

メリットが多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 中学校への訪問 

 只見中学校に通級指導教室が立ち上がらな

かったこと、自閉症・情緒障がい特別支援学

級が令和７年度から新設されたことを踏まえ

て、４月から週１回程度の中学校への訪問支

援を開始した。朝日小学校と只見中学校は隣

接しているため、朝日小学校に通級による指

導で勤務する日の隙間時間を利用して実施し

た。町内の３校を巡回指導で回っていたため、

どの生徒も顔と名前が一致し、生徒たちも通

級担当のことを認識していたため、スムーズ

に訪問を実施することができた。 

写真３ 

小学校担任による中学校の教室での授業

の様子 
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 授業観察、教室環境への助言、特性を踏ま

えた支援方法の共有を中心に支援を行った。 

 中学校の特別支援コーディネーターからは、

「小学校の時の様子と比較し、当該生徒が中

学校生活に適応する上で、様々な情報（行事

前後の不安材料、かなり頑張っている状況で

あることなど）を得られた」「特性を踏まえた

必要な用具やレイアウト（１日の過ごし方を

可視化できるワークシート、パーテーション

の位置など）について担任が助言をもらうこ

とで当該生徒が安心して生活できる環境整備

に繋がった」「特別支援教育支援員に本人の特

性と支援方法について具体的かつ詳細に助言

してもらうことで支援員の困り感の解消、生

徒理解と効果的な支援方法の伝達に繋がった

（投げやりな態度や発言が意味する心理を理

解できたことが、称賛しながら取組を促す支

援に繋がり、少しずつ、課題の量と取り組む

時間が増えてきている）」と、中学校訪問の効

果について回答を得ることができた。 

 

２ 「横」の連携の推進 

（１） 校内での情報共有 

 只見町内の小学校３校の巡回指導にあたっ

ては、通級による指導の充実と併せて、特別

支援学校に期待されるセンター的機能である

①小・中学校等への教員への支援機能、②特

別支援教育等に関する相談・情報提供機能、

③小・中学校等の教員に対する研修協力機能

を意識した取組を実施した。 

① 教員への支援機能 

 通級による指導を利用している児童が在籍

している学級の担任とは、通級で聞き取った

児童の思いの共有や、支援や指導のベクトル

を合わせるための情報の共有を大切にして行

った。学級担任と相談した上で、管理職と共

有が必要な内容について、管理職と特別支援

コーディネーターも踏まえての短時間のケー

ス会議を提案し、学校全体で児童を見守って

いくための共通理解や環境調整について話が

できるような場の設定を促した。併せて、通

級による指導の対象児が在籍していない先生

とも放課後に積極的にコミュニケーションを

取り、困り感を聞き取って、児童とのかかわ

りについての相談にのる時間を意識的につく

るようにした。特に、経験年数の少ない若手

の先生には、特別支援学級の環境整備のアド

バイスや特別な配慮が必要な児童への効果的

な言葉かけや教材の活用の仕方などを、放課

後の時間を利用して具体的にアドバイスをす

るようにした。その結果、困ったときに先生

の方から声をかけてきてくれることが増え、

特別支援に関する情報が提供しやすくなるこ

とにも繋がった。 

 また、担任と保護者と通級による指導担当

の３者で回覧する連絡ファイル「にじいろフ

ァイル」（写真４）や、個別面談やケース会議

の実施を通して、保護者との連携をサポート

できるように努めた。その結果、令和６年度

に只見町の通級による指導を利用している児

童と保護者を対象に実施したアンケートでは、

「担任や通級担当と連携を取ることができた

か」という質問項目で「とてもそう思う」と

「そう思う」の回答を合わせて１００％、子

どもを通級に通わせたことでの保護者のメリ

ットでは、「子どもの情報が学校と共有しやす

くなった」の項目の回答数が１番多い結果と

なった。（資料３・４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 

にじいろファイルの中身 
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② 特別支援教育等に関する相談・情報提供

機能 

 南会津町立南郷小学校の在籍時に取り組ん

でいた特別支援教育通信『Colorful』の発行

を転任後も継続して実施した。 

巡回している只見町内３校の教職員、家庭、

教育委員会を対象に特別支援教育通信を配付

した。 

「違いについて」「通級指導教室で使用して

いる教材の紹介」「ことばのキャッチボール」

「合理的配慮について」「建設的な議論につい

て」「困り事を減らすアイディア・便利グッズ」

「セルフアドボガシーについて」「筋弛緩法の

やり方」「心と体のリフレッシュ」「構造化に

ついて」「ＹｏｕメッセージとＩメッセージ」

について、情報の発信を行った。 

保護者や児童からは「『Colorful』で紹介さ

れていた鉛筆を買ってみました」「『Colorful』

で紹介されていたストレス発散のムニムニす

るやつ、あれほしいです」という意見があっ

たり、教職員からは「教科ごとにファスナー

ファイルに整理するのをやってみてくれたお

うちがあって、子どもたちが管理しやすそう

でした」「構造化って子どもに対してだけじゃ

なくて、私たち自身にも有効な考え方ですね」

という意見があったりと、情報発信の効果が

感じられた。 

③ 研修協力機能 

 各校で特別支援教育に関する研修の時間を

もらい、１時間程度の研修会を開催した。令

和６年度は「子どもの心の内をありのままに

感じてみる」をテーマに、マジョリティとマ

イノリティや子どもの見取りのポイントにつ

いて、ワークショップや体験活動を取り入れ

ながら、研修を行った。「子どものことをいろ

いろな視点から見て考えることの大切さがわ

かった」「日頃の自分の言動を振り返ることが

でき、否定的な言葉かけではなく、肯定的な

言葉かけを意識しようと思った」などの感想

を聞くことができた。 

 また、只見町内の特別支援教育支援員の研

修会に講師として参加し、「これからの支援に

ついて」をテーマに、主な障がいの特性と具

体的な支援について研修会を実施した。「かか

わっている子を思い浮かべながら聞くことが

できたので、日頃の支援に活かしてみたいと

思う」「具体的な支援の方法を聞くことができ

たので参考になった」という感想を聞くこと

ができ、各校に巡回で訪問した際の特別支援

教育支援員の方との情報交換も以前よりさら

に積極的に行えるようになった。 

（２） 放課後子どもクラブとの連携 

 令和６年度には、只見町教育委員会主催で

実施した放課後子どもクラブのスタッフの方

を対象とした研修会に講師として参加した。

「子どもたちとかかわるときに気をつけたい

こと」をテーマに、①子どもの話を聴くとき

に気をつけたいこと、②子どもを見守るとき

に気をつけたいこと、③よくない行動を注意

するときに気をつけたいこと、④子どもが思

いを伝えてきたときに気をつけたいことの４

つのポイントについて、演習を取り入れなが

ら研修を行った。（写真５）「実際に傾聴する

ワークに取り組んでみて、しっかり耳を傾け

て聴くって結構難しいことだったんだなと実

感しました」との感想が聞かれた。研修会の

後には、巡回で各小学校に訪問した際に、ス

タッフの方から声をかけられ、実際にトラブ

ルがあった場面でどのような対応や言葉かけ

をすればよいか相談されることもあった。同

じ子どもを見守る場として、共通理解を図り

ながら、指導や支援をしてくことが子どもた

ちの成長に繋がると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 

子どもクラブスタッフの研修会の様子 
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（３） 特別支援教育サークルの開催 

 通級による指導の担当や特別支援学級の担

任を経験し、発達に特性をもつ子どもの保護

者の方と話をする中で、「同じような悩みを抱

えている保護者の人と話をする機会がない」

「同じクラスのお母さんたちには、子どもの

発達に関しての相談はなかなかしにくい」と

いう言葉を聞くことが何度かあった。「横」の

つながりが育まれれば、子どもも保護者も孤

独感を感じにくくなるのではないかと感じた。 

そこで、南会津の西部地区（只見町・南会

津町南郷地区・南会津町伊南地区・南会津町

舘岩地区・檜枝岐村）を主な対象として、保

護者や教職員など立場に関係なく、特別支援

教育について一緒に考え、学ぶ特別支援教育

サークル「スピカ」を立ち上げることにした。

１、２ヶ月に１回のペースで休日にお寺を借

りて実施し、子どもたちはボードゲームを使

っての交流ができるよう場を設定した。（写真

６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は、特別支援学級や通級による指導

を利用している子どもやその保護者、小学校

の教員、中学校の教員、保育士、特別支援教

育支援員、放課後子どもクラブのスタッフ、

不登校支援団体のスタッフ、放課後デイサー

ビスのスタッフ、児童発達支援事業のスタッ

フ、特別支援学級に在籍していた高校生、ス

クールソーシャルワーカー経験者、特別支援

教育に興味がある地域の方など、様々な立場

の人が集まって学ぶ場になってきている。 

 １回目の学習会では、学びたいことの共有

を行い、「保護者の方が悩んだり困ったりして

いることについて聞きたい（小学校教員）」「子

どもの特性を周囲の人にどう理解してもらえ

ばよいか悩んでいる（中学生の子どもをもつ

保護者）」「親の気持ちのコントロールについ

て学びたい（小学生の子どもをもつ保護者）」

「一人ひとりの違った特性に寄り添える理解

の仕方を知りたい（特別支援教育支援員）」な

ど様々な意見が出された。（資料参加者の意見

をもとに、「構造化について学ぼう」「子ども

の行動分析をしてみよう」「隠れた強みを見つ

けよう」「セルフケアってどうするの？」「合

理的配慮について考えよう」「年度替わりの切

り替えの仕方を共有しよう」「ネットやゲーム

との付き合い方について考えよう」「みんなで

ボードゲームを楽しもう」などのテーマで学

習会を開催した。（写真７） 

 参加者からは、「親子で集まれる居場所があ

ってうれしい」「わかってくれている大人や子

どもの中で、子どもが安心して楽しく過ごせ

ている顔を見ることができるのがうれしい」

「いろいろな人の考えを聞いて、自分の生活

に活かせるのでありがたい」「勉強したことを

すぐに実践してみようと思えるから生きた研

修だと思う」という感想を聞くことができた。

参加者同士での交流も生まれ、自然に情報交

換や相談が始まり、会の終了時にはすっきり

した顔で帰って行く方も多く見られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 

子どもたちがボードゲームを楽しんでい

る様子 

写真７ 

合理的配慮についての学習会の様子 
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Ⅳ 研究の成果と課題  

本実践を通して、次の成果と課題が明らか

になった。 

〔成果〕 

○ 特別支援個別ファイルを町内で統一した

ことによって、町内の学校間での個別の教

育支援計画や個別の指導計画、諸検査の結

果など情報の引き継ぎの仕方が明確になっ

た。教職員の負担軽減のために、今後は、

文部科学省から示されているようにＩＣＴ

の利活用も推進していく必要がある。 

○ 引き継ぎケース会については、実施した

ことによって、児童生徒、保護者、小学校、

中学校のどの立場からも、効果的であった

という回答を得られた。進学に伴い、新し

い環境でスタートをスムーズに切るための

環境整備の一助として、引き継ぎケース会

の実施は有効であった。今後も、実施を推

奨していきたい。 

○ 巡回型の通級による指導教室の担当であ

ることは、町内の各校の現状を把握し、児

童生徒に必要な環境を整備していく上で、

利点であった。その日だけの授業観察でな

く、年間を通して各校を巡回して実態把握

ができるという強みを活かして、教職員へ

の支援や特別支援教育等に関する相談・情

報提供、研修協力、関係機関との連絡・調

整などを推進する取組となった。効果的な

支援・指導の実施のために、今後も、特別

支援教育の専門性を高め、伝達を続けてい

きたい。 

○ 放課後子どもクラブとの連携や特別支援

教育サークルの開催は、学校以外の場での

環境調整を進めていく上で、有効な実践で

あったと考える。『第７次福島県総合教育計

画〈「学びの変革」の推進に向けて〉』の施

策３「学びのセーフティネットと個性を伸

ばす教育によって多様性を力に変える土壌

をつくる」を推進するための取組となった。 

 

〔課題〕 

● 只見町では、令和７年４月より只見町の

中央に位置する朝日保育所が教育・保育の

どちらにも対応する「幼保連携型認定こど

も園」に移行された。早くから子どものも

っている特性や苦手さ、困難さに気づき、

早くから適切な支援を受けられるようにす

ることが、子どもの生活をよりよいものに

することに繋がる。早期発見、早期支援を

充実できるようにするための取組も、認定

こども園と相談しながら今後考えていかな

ければならない。また、中学校から高等学

校への引き継ぎ、その後社会人になるまで

を見通した情報の引き継ぎ方についても整

備していく必要がある。 

● 障がいのある人が現在の社会で困難さを

感じやすい理由は、「障がいがあるから」で

はなく、社会がマジョリティ仕様につくら

れており、マイノリティである障がいのあ

る人達が想定されてつくられていないから

である。出口（2017）は、「マジョリティ側

に特権があることに無自覚な状態こそがマ

イノリティにとって生きにくい社会を築い

ているのであり、変わるべき対象はマイノ

リティではなくマジョリティ側の意識であ

る」と述べている。地域全体、社会全体の

理解をさらに深めていく必要がある。 

 

Ⅴ おわりに  

特別な支援を必要とする子どもが、就学前

から学齢期、そして社会参加に至るまで、一

貫して途切れることなく必要な支援を受けら

れるように、関係機関が連携して「切れ目の

ない支援」に取り組むことは、重要なことで

あり、今後もよりよい方法を模索していかな

ければならない。併せてとても重要なのは、

子ども達自身が自分に必要な支援を自分で説

明する力がつくように育てていくことである。

どちらも誰もが生きやすい社会の仕組みを構

築していく上で、大切なことである。 
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今後も、すべての子どもが、自分らしく生

きられる社会を目指して、実践を積み重ねて

いきたい。 
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【資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援個別ファイルの作成について 

特別支援部 

１ 目的 

・支援を必要とする児童一人一人のニーズを把握し、計画的な指導・支援を行う。 

・支援内容の決定、確認、実施、継続が適切に行えるようにする。 

 

２ 概要 

（１）対 象 

 ①特別支援学級（情緒・知的）に在籍している児童 

 ②通級している児童 

 ③担任が必要性を感じ、今後支援を継続していくことが必要な児童 

 

（２）特別支援個別ファイル（オレンジ）に綴じるもの 

 ①個別の教育支援計画の原本 

 ②個別の指導計画の原本 ※通級している児童については在籍学級と通級の両方 

 （①②のコピーは、校内支援委員会のファイルに綴る） 

③検査結果（WISC-Ⅳ、PARS等） 

 ④医師の診断書 

 ⑤ケース会議の記録のコピー（原本は校内教育支援委員会のファイルに綴る） 

 ⑥町教育支援委員会個人調査票（コピー） 

※会議資料は、その内容や経緯がわかるよう原本を今までのファイルに綴っておく。 

 

（３）作成者 

 ・特別支援教育コーディネーター、特別支援教育担当が支援し、学級担任が作成する。 

 

３ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」作成の手順 

 ・前担任が作成した「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を確認する。 

 ・５月上旬までに今年度の「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を作成し、個別ファ

イルに入れる。 

 ・授業参観の機会等を利用し、５月中に保護者と共有する。 

 ・３学期（２月頃）に評価欄に成果と課題を記入する。 

 ・特別支援教育コーディネーターは、担任に対し、これらの作成の指示および相談、保護者

との情報共有についての連絡を行う。 

 ・データは、共有のフォルダに入れ、次の担任が活用できるようにする。 

  職員室ＮＡＳ→Ｒ６年度→特別支援→Ｒ６個別の指導計画・Ｒ６個別の教育支援計画 

 

４ 保 管 

 ・校長室耐火書庫に保管し、次年度に継承する。 

 ・中学校へファイルを引き継ぐ場合は、保護者の承諾を必ず得る。 

 

５ その他 

 ・担任は児童に関わる職員が同じ歩調で支援ができるよう、支援方法について校内特別支援

委員会や生徒指導協議会などで、必要に応じて伝達していく。 

 ・「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成にあたっては、福島県特別支援教育セン

ターHPの「コーディネートハンドブック第３章」等を参考にする。 
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【資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学級・通級指導教室在籍児童 切れ目のない引き継ぎ計画 

特別支援部 

 

１ 目的 

（１）特別な支援が必要な子供にとって、特に就学や進学時の移行期は、心身共に負担が大き

くなることが考えられる。そのため、進学先の新たな学びの場でのスタートをスムーズ

に切るために、それまでの支援を継続できるようにする。 

（２）各校間において、引き継がれた支援内容を校内で共有し、組織的に取り組む支援体制を

整える。 

 

２ 時期・場所・内容 

 時期 場所 内容 

① １月中旬 小学校 中学校教員による通常学級の授業参観、ケース会議打ち合わせ 

② ２月中旬 小学校 特別支援学級・通級の授業参観、ケース会議の実施（保護者参加） 

③ ３月下旬 中学校 特別支援個別ファイルの引き継ぎ（※保護者に許可を取る） 

 

３ 参加者 

 ・該当児童２名（６年Ａ、６年Ｂ） 

 ・該当児童保護者（Ａさん、Ｂさん） 

・朝日小学校教職員（特別支援Ｃｏ、５・６年担任、特別支援学級担任、通級担当） 

 ・只見中学校教職員（特別支援Ｃｏ、養護教諭） 

 

４ 日程 

① １３：５５～ ５校時 通常学級授業参観 

   １５：００～ ケース会議打ち合わせ、情報交換 

 

② １３：５５～ ５校時 特別支援学級・通級授業参観 

   １５：００～ ケース会議 

 

③ 中学校との引き継ぎの際に実施 

 

５ 確認事項 

・ケース会議については、保護者と日程を調整して、実施する。 

・特別支援個別ファイルの学校間の引き継ぎについては、保護者から許可を得た上で実施す

る。 

・中学校の入学式の前日のリハーサル（会場確認）については、ケース会議で相談の上、必要

な場合は、中学校で検討し、保護者と相談する。 
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【資料３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｑ 自分の力が伸びたなと思うことは何か。 

・集中する力                ・学校のこと 

・けんかや悪口が減った           ・イライラのコントロール 

 ・想像力                  ・整理整頓 

 ・バスに乗って登校できるようになった    ・説明力 

 ・かけ算九九 

 ・いろんな力 

 ・我慢したり落ち着いたりすることができるようになった 

 ・協力する力 

 ・忘れ物が少なくなった 

 

Ｑ 通ってよかったことは何か。 

 ・楽しく勉強できること 

・いろいろお話ししていろんなことを解決する考えてくれるところ 

 ・いろんな力がついたから       ・いろいろできるから 

 ・自分の気持ちが言えるようになった  ・楽しいから 

 ・みんなと楽しく遊べるようになった 

 ・前と変わった 

 

Ｑ さらに伸ばしたい力は何か。 

 ・集中力           ・人を話で止めることを覚えたい 

 ・行動力、判断力       ・人とのコミュニケーション 

 ・学力            ・会話 

 ・話す力           ・考えること 

 ・自分を見る力 
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【資料４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ 子どもの力が伸びたなと思うことは何か？ 

・国語や算数の文章問題をきちんと理解して解けるようになってきた。 

・自分の困り事に自分で向き合おうとする姿が見られるようになった。 

・笑顔がたくさん増えた。 

・１つ１つの事が少しずつだが、自分で考えてできるようになってきた。 

・絵を描くこと、作文を描くことなど、苦手なことが少しずつ伸びてきた。 

・他人とのかかわり方が上手になってきた。 

・イライラのコントロールが少しできるようになった。 

・手先が器用になった。 

・学校に遅れずに通えるようになった。 

・他人の気持ちを考えられるようになった。 

・困難に立ち向かうことについて、投げ出さなくなった。 

・少しずつ課題に取り組む時間が長くなっている。 

・自己分析ができるようになり、振り返ることができるようになった。 

・トラブルが少なくなった。 

・挨拶ができるようになった。 

・強いこだわりが軽減された。 

・勉強の楽しさを知ったり、苦手なことにも挑戦したりできるようになった。 

 

Ｑ 通級に通った結果、保護者の方にとってよかったことは何か？（複数回答可） 

ア 子どもの個性・特性を知ることができた。 

イ 子どもの学習の様子を知ることができた。 

ウ 子どもへのよりよい関わり方を知ることができた。 

エ 学校への相談窓口が増えた。 

オ 子どもの情報が学校と共有しやすくなった。 
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研究主題 

総合的な探究の時間における 

地域資源を活用した協働的な学びの実践 
～万能調味料「うまくてごめんな山菜」の開発を通して～ 

福島県立猪苗代支援学校 教諭 本間 久登   

Ⅰ はじめに 

 本研究では、猪苗代支援学校高等部での総

合的な探究の時間を用いて、猪苗代町の地元

企業である「有限会社Ａ食品」（以下「Ａ食品」）

と連携を図りながらコラボ商品を開発し、商

品を流通させることで地域活性化を目指して

いく。その学習過程の中で、生徒に協働的な学

びを経験させ、どのような影響が与えられる

のか、検証していくことを目的としている。 

Ⅱ 研究の背景 

１ 地元地域猪苗代町の問題と課題 

「猪苗代町まち・ひと・しごと創生人口ビジ

ョン（改訂）第２期総合戦略」によると、猪苗

代町の総人口は、昭和２２年をピークに、全体

として減少傾向にあり、国立社会保障・人口問

題研究所に準拠した推計では、今後も人口減少

が続き、令和２７年には、１万人を割り込むと

予測されている（図１）。また、町内の事業所数

は、減少傾向にあり、平成２６年には８５０事

業所となっている。従業者数は、平成８年の

8,235 人をピークに減少傾向であり、平成２６

年は、5,806 人となっている。事業所数、従業

員数ともに減少傾向にあり、町内での雇用が減

少していると考えられる（図２）。１） 

猪苗代町が地元である本校では、令和６年

度の重点目標を「教科横断的な視点をもち、地

域の人的・物的資源を積極的に取り入れた授

業づくりを通して、協働的な学び・探究的な学

びの充実を図る。」としている。猪苗代町の活

性化を授業のキーワードに挙げつつ、学校全

体の重点目標の達成に向けて取り組むことは、

青年期段階である高等部生の総合的な探究の

時間の題材として適切であり、地域に開かれ

た学校づくりとして、意義のあるものである

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 協働的な学びの必要性 

令和３年中央教育審議会「教育課程における

審議のまとめ」によると、協働的な学びについ

て「『個別最適な学び』が『孤立した学び』に陥

らないよう、これまでも『日本型学校教育』に

おいて重視されてきた、探究的な学習や体験活

動などを通じ、子ども同士で、あるいは地域の

方々をはじめ多様な他者と協働しながら、あら

ゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々

な社会的な変化を乗り越え、持続可能な社会の

創り手となることができるよう、必要な資質・

能力を育成する『協働的な学び』を充実するこ

図２「猪苗代町の事業所数と従業員数の推移」 
※ 引用：猪苗代町(2020)：猪苗代町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改訂）第２期総合戦略」 

図１「猪苗代町の総人口の推移」 
※ 引用：猪苗代町(2020)：猪苗代町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（改訂）第２期総合戦略」 
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とも重要である。」２）と示されてある。 

さらに、近年ではサイバー空間と現実世界

が高度に融合された Society5.0 と言われる

「超スマート社会」の到来が第５期科学技術

基本計画（内閣府、2016）3）によって予測され

ており、AI 技術が発達した日本において子ど

も一人一人の学習傾向などに応じて学びを最

適化する等の変革が求められている。猪苗代

町内においても、小売店での金銭の支払いが

現金からスマートフォンによるキャッシュレ

ス決済に置き換わりつつあり、猪苗代観光協

会は、電動アシスト自転車のシェアリング事

業に注目し、猪苗代町内での実証実験が開始

されている。 

 これらのように、知的障がいのある児童生

徒を取り巻く環境は刻一刻と変化しており、

今後訪れてくる超スマート社会を生きていく

ためには、自分の暮らす地域に目を向け、自ら

問題を見出し、解決していく経験を積み重ね

つつ、他者と協働しながら、あらゆる他者を価

値のある存在として尊重し、様々な社会的な

変化を乗り越えることのできる資質・能力を

育成することのできる協働的な学習による学

びが必要不可欠である。 

 そのため、本研究において、生徒が協働的な

学びを実践できるように、以下のように協働

的な学びのポイントを示し、研究を進めるこ

ととした。 

＜本研究における協働的な学びのポイント＞ 

・友達の考えを聞いて、自分の考えを広げる。 

・友達と意見を交換する。 

・グループで話し合ったことをまとめる。 

・ネット情報や書籍から様々な人の考えに触れる。 

Ⅲ 研究の内容 

〇 地域資源を活用した有効的な授業づくり

を実践する。 

〇 協働的な学びが生徒に及ぼす影響を考察する。 

Ⅳ 研究の方法 

〇 Ａ食品と連携を図りながら、総合的な探

究の時間の単元計画を構築し、協働的な学び

を取り入れた問題解決学習を実践し、評価・改

善する。 

〇 対象生徒は、令和６年度猪苗代支援学校

高等部生徒２０人（内、１年生５人、２年生９

人、３年生６人）である。検証の方法として、

単元終了後に、生徒に４件法での質問紙調査

を実施し、回答データを基に生徒の思考に及

ぼす影響を調査する。 

Ⅴ 単元展開の基本的な考え 

 単元を展開するにあたり、文部科学省が示

す「探究における生徒の学習の姿」（図３）を

参考に①課題の設定、②情報の収集、③整理・

分析、④まとめ・表現のプロセスで単元を構築

し、教科の視点だけでは捉えきれない広範な

事象を多様な角度から俯瞰して捉える経験を

重ねることで生徒が探究的な見方・考え方を

働かせるようにしている。生徒が地域の問題

に気付き、学校の生徒として自分に何ができ

るのか考えることで生徒自身の課題として捉

えさせ、協働的な学びの活動の中で、その課題

を遂行することで、主体的に問題を解決でき

る力を高められることが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究の実際 

 本研究の対象となる授業は、令和６年１２

月から令和７年１１月までの約１年間にわた

る長期単元である。単元の第一次では、主にコ

ラボ商品の開発を行い、第二次では、開発した

コラボ商品の宣伝や味の研究、販売活動に取

り組んだ（表１）。単元の目標は、育成すべき

資質・能力に沿った３観点で示しており、①猪

図３ 「探究における生徒の学習の姿」 
※ 引用：文部科学省（2018）「高等学校学習指導要領（平

成30年告示）解説【総合的な探究の時間編】」 
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苗代町や学校の特色を踏まえたコラボ商品を

開発するために必要な情報を収集する手段や

協働的な話し合いの方法を理解することがで

きる。（知識・技能）、②課題を遂行するための

情報を集め、整理・分析してまとめ・表現する

ことができる。（思考力、判断力、表現力等）、

③他者の意見を尊重しながら、話し合いを通

して新たな価値を創造しようとする。（学びに

向かう力、人間性等）とした。 

 単元の経過 

第
一
次 

１ 地域の問題と課題を捉える。 

うまくて生姜ねぇ‼とコラボ商品を開
発して、猪苗代町を盛り上げよう！ 

※うまくて生姜ねぇとは、Ａ食品が販売している

万能調味料である。（以下「うまくて生姜ねぇ‼」） 

２ うまくて生姜ねぇ!!とは何かを調べる。 
（１）うまくて生姜ねぇ!!の試食をする。 
（２）Ａ食品とはどんな会社か調べる。 
（３）コラボ商品のアイディアを検討する。 
３ グループごとにコラボ商品を検討する。 
（１）アイディアを考え、収集する。 
（２）類似するアイディアでグループを編成

し、グループごとにアイディアのブラッ
シュアップを行う。 

４ グループごとにプレゼンをする。 
（１）Ａ食品社長にプレゼンする。 
（２）プレゼンの結果発表を知る。 
（３）コラボ商品の試作・試食 

第
二
次 

５ 開発したコラボ商品を開発・販売する。 
（１）商品ネームの考案 
（２）商品ブランドの考案 
（３）コラボ商品を開発、宣伝するためにグ

ループに分かれて、活動する。 
６ グループごとに活動に取り組む。 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 活動内容 
宣伝 記者会見、新聞やテレビ、ラジオ広

報誌への投げ込み、Fukurum 基金を
活用した販促活動 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ パッケージのデザイン、レシピブッ
クの作成 

味研究 レシピ開発 

７ 校外販売会の実施 
８ 猪苗代町長への表敬訪問 
９ 単元のまとめ 

 

 授業を展開するにあたり、生徒に対して協

働的な学びとはどういったものか説明するこ

とから始めた。生徒には、協働的な学びを「友

達の考えを聞いたり、昔の人の考えに触れた

りしながら、自分自身の考えを広げる勉強で

ある。」と端的に伝えた。そのための手段とし

て、①友達の考えを聞くこと。②グループで話

し合ったことをまとめること。③意見を文字

に起こして意見交換すること。④雑誌やネッ

トなどから昔の人の考えを知ることを伝え、

今後の学習で用いることを示した。 

（１）地域の問題と課題を捉える。 

 授業を始めるにあたり、本校が位置する猪

苗代町の特色、問題と課題について調べた。 

 調べる項目は、①猪苗代町の有名な食べ物、

②猪苗代町の有名な人、③猪苗代町のスキー

ができる有名な山、④大正９年から令和２７

年までの猪苗代町の人口の推移を表すグラフ

を見て気付いたこと、⑤昭和６１年から平成

２６年までの猪苗代町の事業所と従業員数の

推移を表すグラフを見て気付いたことを取り

上げた。 

 調べ活動を通して、自分たちの学校がある

地域の良さや特色を改めて理解するとともに、

人口や事業所数のグラフから猪苗代町の人口

減少や事業所・従業員数の減少が進んでいる

ことに気付くことができた。資料１ 

 猪苗代町の問題を「猪苗代町の人口や事業

所数が減り、町の元気がなくなっていること。」

本授業で取り組むべき課題を「猪苗代町を盛

り上げること。」とし、そのための手段として

生徒が理解しやすいような言葉を用いて、

「『うまくて生姜ねぇ‼』とコラボ商品を開発

して、猪苗代町を盛り上げよう」という単元を

貫くテーマを設けた。 

（２）「うまくて生姜ねぇ‼」とは何かを調べる。 

 「猪苗代町を盛り上げる」という課題を遂行

するために、「うまくて生姜ねぇ‼」とコラボ商

品を開発していくのだが、大分部の生徒が「う

まくて生姜ねぇ‼」の存在を知らなかった。そ

のため、まずは、コラボ商品の基となる「うま

くて生姜ねぇ‼」を試食し、どのような食材が

合うのか、自由に発想することにした。資料２ 

 商品の試食では、生徒全員が試食すること

ができた。なかには偏食の生徒もいたが、試食

することができ、「しょっぱい味です。」「おい

表１ 「単元の経過（一部抽出）」 
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しいです。」と生徒同士で感想を伝えあうこと

ができた。資料２のワークシートでは、今後の

グループ分けを見据えて、自由記述のアイデ

ィアの欄と①「うまくて生姜ねぇ‼」の味を変

える、②「うまくて生姜ねぇ‼」をお菓子にし

てしまう、③「うまくて生姜ねぇ‼」をパンに

してしまう、④「うまくて生姜ねぇ‼」のパッ

ケージデザイン等を考えるなどの項目に沿っ

て考えた。事前にＡ食品から実現可能な加工

の仕方を聞いており、その情報を基にワーク

シートを作成して、生徒にアイディアを考え

る機会を設けた。 

 生徒に「うまくて生姜ねぇ‼」と合う食材や

コラボ商品のアイディアを自由に検討させる

と、「粉にして飲み物にしてしまう。」「ストロ

ベリージャムと混ぜる。」などの自由な発想を

してくれる生徒が多く見られた。（写真１） 

  

 

 

 

 

 

（３）グループごとにコラボ商品を検討する。 

 前時のワークシート資料２を基に生徒をグ

ループに分けた。「うまくて生姜ねぇ‼」に新し

い食材を取り入れて新しい味を作り出す①味

変化グループ、「うまくて生姜ねぇ‼」をお菓子

にする②お菓子グループ、「うまくて生姜ねぇ

‼」とパンを組み合わせた③パングループ、「う

まくて生姜ねぇ‼」のパッケージやオリジナル

キャラクターを作る④パッケージグループの

４つに分かれて活動に取り組んだ。 

 それぞれのグループで活動するにあたり、

生徒が協働的な学びを意識して活動に取り組

めるように、使用するワークシートに協働的

な学びを実践したり、振り返ったりすること

のできる項目を取り入れた（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 味変化グループでは、ベースの味となる「う

まくて生姜ねぇ‼」に合う地域の食材探しを行

った。食材を探すにあたり、隣接する施設や学

校の教職員にインタビューを行い、猪苗代湖の

川えびや雪下キャベツ、山菜などの食材が挙げ

られた。（写真３）家庭科

で学習した食物の栄養成

分などを参考にしながら

実際に食材を選んで調理

し、「うまくて生姜ねぇ‼」

と絡めて味を確かめる活

動を繰り返し行った。 

 お菓子グループでは、「うまくて生姜ねぇ‼」

を取り入れたお菓子の検討を行った。タブレ

ット端末を用いて、インターネットで情報収

集するために、生徒に「他の学校のコラボ商品」

や「生姜を使ったお菓子」などの調べる視点を

提案したうえで情報収集を行った。発案した

アイディアをレジュメにまとめた後、そのお

菓子をイメージする絵を描く活動を取り入れ

た。実際に考えたお菓子を絵に描くことで、美

術での学びが発揮できた。（写真４、５） 

 

 

 

 

 

 

写真２ 協働的な学びを意識できるワークシート  

写真１ 「うまくて生姜ねぇ 」試食の様子  写真３ インタビューの様子  

写真５ 生徒考案 

「はくちょうクッキー」 

写真４ 生徒考案 

「ばんだいあかぬまカヌレ」 
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 パングループでは、グループ内で検討した

結果、「うまくて生姜ねぇ‼」をベースにしたジ

ャムを発案するアイディアが出された。その

ため、イチゴジャムやブルーベリージャムな

どを「うまくて生姜ねぇ‼」に取り入れ、①味、

②相性、③商品化は可能かの３観点で評価し

合う活動を行った。ジャムを混ぜ込むという

意外性のあるアイディアだったが、実際に試

食してみると、「意外と合いますね。」などの感

想が聞かれた。 

 パッケージグループでは、コラボ商品を開

発するにあたり、商品のラベルに取り入れる

キャラクター作りを行った。授業の中で、小売

店で販売されている様々な商品には、「おいし

さが伝わるようなデザインがされていること」

「市販されている商品のキャラクターから伝

わるイメージ」などを学習し、生徒が考案する

キャラクターの「名前」「身長」「性別」「特徴」

などの細かな詳細を考えられるワークシート

を使いながら、タブレット端末にスタイラス

ペンを用いて、「生姜」をキーワードにしたキ

ャラクター作りを行った。商品を宣伝するた

めの特徴的なキャラクターや配色などの工夫

が見られた。（写真６、７） 

 

 

 

 

（４）グループごとにプレゼンテーションする。 

 コラボ商品の実現化に向けて、グループご

とに考案したコラボ商品のアイディアをＡ食

品代表取締役に資料３を用いてプレゼンテー

ションする機会を設けた。コラボ商品の実現

化がかかった大事なプレゼンテーションであ

るため、生徒達はアイディアを採用してもら

うために、事前にグループごとに発表内容を

原稿にまとめておき、代表取締役に伝えるこ

とを意識しながら、文章を読んで、発表するこ

とができた。代表取締役からは、「型にはまら

ない、面白いアイディアばかりである。」と講

評をいただいた。（写真８、９） 

 

 

 

 

 

 

（５）開発したコラボ商品を開発・販売する。 

 プレゼン終了後、味変化グループのアイディ

アが採用され、「山菜」を取り入れた万能調味料

の開発を行うことが決まった。山菜を取り入れ

ることで、シャキシャキとした食感が良いアク

セントになり、さらに山菜の食物繊維やビタミ

ン等も摂取できる。取り入れる山菜は、「わら

び」「ふき」「きくらげ」「たけのこ」の４種類で

ある。商品のネーミングは、生徒と教職員にア

ンケートをとり、話し合いの上で決定した。 

（６）グループごとに活動に取り組む。 

 開発したコラボ商品を販売するにあたり、

①パッケージのデザインを考えるグループ、

②味の研究をするグループ、③メディアに宣

伝するグループに分かれて活動に取り組んだ。 

 味研究グループでは、「うまくてごめんな山

菜」のおいしさをお客さんに伝え、多くの人の

手に取ってもらえるように、家庭科の学びを

生かして、「うまくてごめんな山菜」を使用し

た料理の研究を行うことにした。生徒にどの

ような料理にしたいのか、考える機会を設け

ると、「ロールキャベツ

にする。」「冷たいうどん

と合わせる。」などの意

見が挙げられた、集約さ

れた意見の中から話し合いを行った結果、①

「うまくてごめんな山菜」を卵に混ぜた玉子

焼き、②「うまくてごめんな山菜」をかけたう

どん、③炊き込みごはん、④「うまくてごめん

な山菜」を混ぜ込んだお好み焼きを調理し、味

の研究を行うことにした。（写真１０） 

写真10 たきこみご飯の試作 

写真６ 生徒考案 

イメージキャラクター 
写真７ キャラクターづくり 

写真８ A 食品代表取締役か

らの講評 

写真９プレゼンテーション 
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 デザイングループでは、主に「うまくてごめ

んな山菜」のパッケージデザインや味研究グ

ループで研究したレシピブックの作成を行っ

た。パッケージデザインを考える際は、タブレ

ット端末のプレゼンテーション作成アプリ

Keynote で、パッケージの展開図に沿って配色

やフォント、イラストデザインなどを描き、グ

ループ内で評価・改善しあう活動に取り組ん

だ。（写真１１）また、デザイン作成アプリの

Canva を用いて、ロゴのデザインづくりにも取

り組んだ。Canva 内に保存されている無料デー

タを用いる生徒やオリジナルのロゴデザイン

を作成する生徒がいた。（写真１２） 

 

 

 

 

 

 宣伝グループでは、「うまくてごめんな山菜」

を販売するにあたり、どのようにして宣伝を

行うのか検討した。生徒からは、「町の放送で

呼びかける。」「ラジオで宣伝する。」「YouTube

や TikTok で宣伝する。」「記者会見をする。」

などのアイディアが挙げられた。生徒同士で

話し合い、まずはラジオの投稿フォームに入

力して情報の投げ込みを行った。ラジオに採

用されるために、生徒同士で意見を出し合い、

文章を作成して

情報の投稿を行

った。生徒から

は、「ドキドキし

ましたが、採用さ

れ る と い い で

す。」と期待に胸を膨らませた姿が見られた。

その後、ラジオ投稿の内容が採用され、ラジオ

アナウンサーとラジオ収録を行い、「うまくて

ごめんな山菜」を宣伝する活動に取り組むこ

とができた。生徒からは、「初めてのラジオ収

録に緊張しましたが、頑張って宣伝できまし

た。」と満足そうな笑顔を見ることができた。

さらに、商品を広く宣伝するために、本校でコ

ラボ商品の記者発表会を行うことにした。記

者に対してどのような情報を伝えればいいの

か話し合い、台本を仕上げて、練習を行ったう

えで記者発表会を迎えた。テレビ局や新聞各

社、地元の役場などに考えた原稿を発表した

り、記者からの質問を受けたりすると、その場

で回答を考え、受け答えすることができた。

（写真１４）生徒は緊張しているようであっ

たが、約一年間の月日をかけて作り上げた製

品を発表する姿からは、自分たちの力で猪苗

代町を元気づけようという強い意志が感じら

れた。 

 

 

 

 

 

（７）商品ブランドの考案 

本単元では、コラボ商品を開発・販売するに

当たり、学校独自の「iina-BORN」というブラ

ンドを立ち上げた。（写真１６）生み出したコ

ラボ商品を広く認知してもらうために、ブラ

ンドロゴを採用した。ブランドの名称は、生

徒・教師間でアンケートを取って採択した。

「iina」という言葉には、猪苗代町、猪苗代支

援学校の「猪（いな）」をアダプトするととも

に、街や学校の「い〜な♪」

と思える商品を学校の生徒

一人一人がクリエイターと

なり、「BORN」生み出してい

きたいという想いが込めら

れている。 

（８）校外販売会の実施 

 コラボ商品の開発開始後、約一年の月日を

経て、「うまくてごめんな山菜」を販売するこ

とができた。発売日当日には、地元の小売店４

か所にて生徒による同時販売会を行った。 

写真12 Canvaを使用した 

ロゴデザイン作成 
写真11 Keynoteを使用したパッ

ケージデザイン作成 

写真 16 

オリジナルブランド 

写真13 ラジオ投稿のための話し合い 

写真 15 記者発表会 写真 14 記者からのインタビュー 
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 販売会では、「僕たちが開発した『うまくて

ごめんな山菜』です。」「おいしいですよ。」と

懸命にお客さんの呼び込みを行う姿が見られ

た。また、味研究グループが考案した炊き込み

ご飯の試食を行った。試食したお客からは、

「生姜の風味が豊かでおいしいです。」などの

感想をいただき、にっこりとほほ笑む生徒の

笑顔が見られた。家庭科での学びが生かされ、

他者から評価された瞬間であった。さらに、「う

まくてごめんな山菜」を購入いただいた方には、

デザイングループが作成した、うまくてごめん

な山菜のおいしい食べ方をまとめたレシピ集

「クックブック」を配布した。（写真１７）自分

たちで作り上げた商品であるからこそ、必死に

お客の呼び込みを行い、自分たちの学校や地域

のために活動する姿が見られた。（写真１８） 

 

 

 

 

 

（９）猪苗代町長への表敬訪問 

 地域を元気づけるためにコラボ商品の開発

を行い、販売することができたため、猪苗代町

長に対して表敬訪問を実施した。これまでの

発表資料を基に、生徒によるコラボ商品開発

の経緯を発表し、町長に試食してもらい、「山

菜の食感がおいしい。」などの感想をいただき、

緊張しながらも生徒の喜ぶ姿が見られた。 

（１０）Fukurum 基金補助金の活用について 

本事業に関しては、コラボ商品の活用に際

して、「ふくしまの未来を創る Fukurum 基金」

の補助金補助団体として採択されており、コ

ラボ商品の開発と販路拡大に関して補助金の

使用や Fukurum 基金担当者による商品宣伝の

ための助力を賜っている。 

 なかでも、補助金を使用して、生徒が考案し

た生姜のキャラクターをステッカーにして、商

品を購入いただいた方に配布したり、生徒が描

いた山菜のイラストを取り入れたてぬぐいを製

作して、販売会で使用したりするなどの販促商

品の開発を行うことができた。（写真１９、２０） 

 

 

 

 

Ⅶ 協働的な学びに関する授業評価 

１ 質問項目 

 単元の終了時に協働的な学びが生徒にどのよ

うな影響を与えたのか分析するための質問項目

を検討した。測定尺度を作成するにあたり、リッ

カート尺度による質問項目を４件法とし、７つの

項目を作成した。質問項目を作成する際は、秋田

（２０１０）、秋田（２０１２）を参考に、東海

林、一善（２０１４）の示す「協働的な学習の効

果」４項目を基に質問項目を作成した（表２）。 

項目 

Ｑ１ 話し合いをする時、自分の意見や考えを伝えることができた。 

Ｑ２ 友達の意見を聞くことができた。 

Ｑ３ 友達の意見を聞いて、自分の考えや意見が変わった。 

Ｑ４ 話し合いながら学習し、自分の知っていることが

増えた。考えを深めることができた。 

Ｑ５ 友達と話し合いながら学習し、自分のコミュニケ

ーション能力を高めることができた。 

Ｑ６ 友達や自分の成長を感じながら、自分のよいところや 

得意なこと、苦手なことを見つめることができた。 

Ｑ７ 全員で商品を完成させることができて、どういう気持ちか。 

 

２ 対象生徒 

 令和６年度高等部在籍生徒（１年５名、２年

９名、３年６名、計２０名） 

３ 実施期間 

 単元終了時の令和６年１０月１６日に、一

斉に実施した。 

４ 評価点の算出式 

 ４件法による回答の場合、各評価項目に対

して１から４の段階評価で行い、肯定的な評

価には高い値を配点した。 

５ 分析方法 

 回収した授業評価アンケートは、選択回答

式の結果は単純集計でまとめ、その割合を算

出し、円グラフで示す。評価項目ごとの１から

写真19 生徒原案のステッカー 写真20 生徒原案のてぬぐい 

表２ 授業評価質問項目 

写真17 クックブック 写真18 校外販売会 
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４段階評価の合計値を基に各質問項目間の相

関係数を算出、最も強い正の相関を示す質問

項目を抽出し、独立性の検定（χ２統計量）を

実施、質問間の関連性を判断する。 

６ 学習評価の結果 

（１）「話す」に関連するアンケート結果 

 「話し合いするとき、自分の意見や考えを伝

えることができた。」との質問に対し、「そう思

う」「少し思う」などの肯定的回答は９０％だ

った。 

 
（２）「聞く」に関連するアンケート結果 

 「友達の意見を聞くことができた」との質問

に対し、「そう思う」「少し思う」などの肯定的

回答は１００％だった。 

 
（３）「考えの変化」に関連するアンケート結果 

 「友達の意見を聞いて、自分の考えや意見が

変わった」との質問に対し、「そう思う」「少し

思う」などの肯定的回答は６５％だった。 

 
（４）「気持ち」に関連するアンケート結果 

 「全員で商品を完成させることができて嬉

しい」との質問に対して「そう思う」「少し思

う」などの肯定的回答は９５％だった。 

 
 

（５）「理解の深化」に関連するアンケート結果 

 「話し合いながら学習し、自分の知っている

ことが増えた。考えを深めることができた」と

の質問に対し、「そう思う」「少し思う」などの

肯定的回答は９０％だった。 

 

（６）「コミュニケーション能力の向上」に関

するアンケート結果 

 「友達と話し合いながら学習し、自分のコミ

ュニケーション能力を高めることができた」

との質問に対し、「そう思う」「少し思う」など

の肯定的回答は、９０％だった。 

 

（７）「自己理解」に関連するアンケート結果 

「友達や自分の成長を感じながら、自分のよ

いところや得意なこと、苦手なことを見つめる

ことができた」との質問に対し、「そう思う」

「少し思う」などの肯定的回答は７５％だった。 

 
Ⅷ 授業評価の考察 

 授業評価アンケートでは、各項目で高い評

価値が多く、協働的な学びによる学習効果を

実感している生徒が多いという結果が明らか

になった。そこで、授業評価の各質問間に、相

関性があるか、質問全てに対する相関係数を

求めたところ、質問２と質問５の間には相関

係数 0.880、質問２と質問４に対しては相関係

数 0.7880 が得られ、以下のような質問間の強

い正の相関が見られた。 
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 Q1 Q２ Q３ Q４ Q５ Q６ Q７ 

Q１   0.073  0.587  -0.040  0.376  0.523  0.362  

Q２ 0.073    0.633  0.780  0.880  0.490  0.366  

Q３ 0.587  0.633    0.527  0.811  0.593  0.509  

Q４ -0.040  0.780  0.527    0.755  0.454  0.470  

Q５ 0.376  0.880  0.811  0.755    0.736  0.589  

Q６ 0.523  0.490  0.593  0.454  0.736    0.678  

Q７ 0.362  0.366  0.509  0.470  0.589  0.678    

 最も強い正の相関係数が得られた質問２と

質問５の間に関連性があるか、独立性の検定

を行った。質問２が「友達の意見を聞くことが

できた」質問５が「話し合いながら学習し、自

分の知っていることが増えた。考えを深める

ことができた。」であるため、下記のような仮

説を立てることができる。 

帰無仮説：友達の意見を聞くことと、自分

の知っていることが増えたり、考えを深め

たりすることは関連性がない。 

対立仮説：友達の意見を聞くことと、自分

の知っていることが増えたり、考えを深め

たりすることには関連性がある。 

 仮説検定を進めるために、まずは、質問２と

質問５の評価値をクロス集計表にまとめた。 

観測度数を表にまとめると以下のようになる。 
  Ｑ5 ともだちと話し合いながら学習し、自分の知っていること

が増えた。考えを深めることができた。 
Ｑ
２ 

友
達
の
意
見
を
き
く
こ
と

 

  できた すこし、

できた 

あまり、でき

なかった 

で き な

かった 
総計 

できた 12 4 1 0 17 

すこし、

できた 
0 1 1 1 3 

あまり、で

きなかった 
0 0 0 0 0 

できなか

った 
0 0 0 0 0 

総計 12 5 2 1 20 

 次に観測度数から期待度数を算出した場合、

以下のように示される。 
  Ｑ5 ともだちと話し合いながら学習し、自分の知っていること

が増えた。考えを深めることができた。 
Ｑ
２ 

友
達
の
意
見
を
き
く
こ
と

 

  できた すこし、

できた 

あまり、でき

なかった 

で き な

かった 
総計 

できた 10.2 4.25 1.7 0.15 17 

すこし、

できた 
1.8 0.75 0.3 0.15 3 

あまり、で

きなかった 
0 0 0 0 0 

できなか

った 
0 0 0 0 0 

総計 12 5 2 1 20 

 期待度数からχ２乗統計量を求めるにあた

り、数値が０の項目である、Q2 の「あまりで

きなかった」「できなかった」の２項目は削除

し、残りの項目間でχ２乗統計量の数値を求め

ると、9.104 となった。優位水準を 0.05 とす

れば対応するχ２分布の値はχ２
(2-1)（4-1）(0.05)

＝7.815 であるため、9.104＞7.815＝χ２

3(0.05)により、帰無仮説は棄却され、「友達の

意見を聞くことと、自分の知っていることが

増えたり、考えを深めたりすることには関連

性がある。」ということが明らかになった。 

Ⅸ まとめ 

１ 成果 

 本研究で取り組んだ、Ａ食品とのコラボ商

品開発に関しては、「うまくてごめんな山菜」

という商品を開発し、「地域を元気づける」と

いう課題の達成に向けて、学校での取り組み

を広く周知することができた。以下販売・宣伝

実績の一部を掲載する。 
＜コラボ商品「うまくてごめんな山菜」の販売実績＞ 
・道の駅いなわしろ 
・道の駅ばんだい 
・リオンドール猪苗代店 
・ヨークベニマル猪苗代店 
・日本橋ふくしま館 MIDETTE 
・安達太良 SA 上り線、下り線 
・那須高原 SA 上り線、下り線 
・福島県観光物産館 
・飯坂温泉あづま荘 
・吾妻 PA 上り線、下り線 他 
※店舗の仕入れ状況によって、販売の有無が異なる。 
＜コラボ商品「うまくてごめんな山菜」の宣伝実績＞ 
・福島民友、福島民報、読売新聞、広報「いなわしろ」、
福島広報誌つながるふくしまゆめだより、元気の出る情
報・交流誌「手をつなぐ」等に記事の掲載 
・テレビユー福島、ゴジてれ chu!にて TV 報道 
・FM ふくしま「県政広報ラジオ」「RADIO GROOVE」での
ラジオ収録 
・トップシェフ・敏腕バイヤーが選ぶ、「料理王国１００
選」に選出 
・料理雑誌「料理王国 2025」に掲載資料４ 

本研究の内容は、地域資源を活用した有効

的な授業づくりを実践することと、協働的な

学びが生徒に及ぼす影響を考察することであ

る。一つ目の「地域資源を活用した有効的な授

業づくり」に関しては、学校の重点目標に迫り

つつ、地域資源を有効に活用した単元計画の

展開や生徒が主体となった授業を実践するこ

とができた。 

 その要因としては、第一に地元企業である

Ａ食品と連携することで、生徒達が導き出し

た「猪苗代町を元気づける」という課題を遂行

しやすい学習環境を整えることができたとい

うことが挙げられる。学校として、地域企業と
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連携をしながらコラボ商品の開発に携わる学

習は初めての経験であり、手探りでの単元展

開であったが、課題遂行→情報の収集→整理・

分析→まとめ・表現といった探究するための

プロセスを基にコラボ商品開発のロードマッ

プ資料５に沿って学習を展開することができ

た。 第二に、生徒自身が意欲を高められる豊

富な種類の学習活動を単元計画に盛り込むこ

とができたことである。自分たちが考案した

アイディアが実際に商品化され、最寄りの小

売店で販売されることへの期待感があり、そ

のために希望のグループに分かれて活動し、

様々な物を創り上げたり、地域の方に広く宣

伝したり、時には各メディアに取り上げても

らったりするといった充実できる活動を設け

ることができた。また、本単元を展開するにあ

たり、Fukurum 基金補助金に応募、採択された

ため、補助金を活用しての授業展開ができた

ことも効果的であった。学校の中だけで完結

する単元計画では、本単元のような取り組み

は難しく、学校外の地域資源を活用して展開

したからこそ、より有効的な授業づくりを行

うことができ、ひいては、学校の重点目標に迫

ることができたのだと考える。  

 研究内容の二つ目である、「協働的な学びが

生徒に及ぼす影響の考察」に関しては、学習評

価アンケートを考察したように、協働的な学

びが生徒に良い影響を与えることができた。

特に、学びの中での話し合いの中で、友達の意

見を聞くことができた生徒は、自分の知って

いることが増えたり、考えを深めたりするこ

とができており、質問間の相関性が分かった。 

 さらに、授業を展開する中で、総合的な探究

の時間の中で各教科等の見方・考え方を活用

することもできた。表３にその一例をまとめ

たように、コラボ商品を開発するにあたり、国

語、数学、家庭などの教科の見方・考え方を生

かし、教科等の見方・考え方と総合的な探究の

時間との往還を図ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題 

 今後の課題としては、学校全体を見通し、総

合的な探究の時間と各教科等で育成する資

質・能力との関連付けを踏まえたカリキュラ

ム・マネジメントを深めていくことで、教科の

学びと総合的な探究の時間の学びのつながり

が強まり、有機的な教育計画を組み上げ、より

教育的効果を高めることができると考える。 

Ⅹ 今後の展望 

 学校オリジナル商品ブランドを立ち上げ、地

域資源を活用した単元の構築を実践すること

ができた。現在も、猪苗代町を元気づけるとい

う課題に向かって、猪苗代町の伝統技術である、

「中ノ沢こけし」とコラボした活動を推進して

いる。今後も、地域の「ひと・もの・こと」に

触れ、生徒自らが社会とかかわるなかで問題を

見つけ、課題を遂行できる力を育むとともに、

猪苗代支援学校の取り組みを広く周知できる

ように活動に努めていきたい。資料６ 

【参考・引用文献】 

１）福島県猪苗代町（２０２０）：「猪苗代町まち・ひ

と・しごと創生人口ビジョン（改訂）第２期総合戦略」 

２）中央教育審議会(2021)「教育課程における審議の

まとめ」 

３）内閣府(2016)：「第５期科学技術基本計画」 

４）秋田喜代美：『学びの心理学：授業をデザインす

る』：、左右社、２０１２ 

５）秋田喜代美・藤江康彦（編著）：『授業研究と学習

過程』、放送大学教育振興会、２０１０ 

６）東海林、一善：“協働的な学習が機能する授業の創

造 ”、 山 形 大 学 学 術 機 関 リ ポ ジ ト リ 、

https://yamagata.repo.nii.ac.jp/records/3316

（参照２０２３－１２－０２） 

＜総合的な探究の時間＞ 
猪苗代町の問題を解決するために「うまくて生姜ねぇ 」

とのコラボ商品開発を行う（広範な事象） 
 
 
 
＜各教科等の見方・考え方の活用例＞ 
国語：商品開発時の話し合い、文章整理、プレゼンテー

ション 
数学：人口統計からのグラフの読み取り、調理時の分量

計算、販売会での会計 

家庭：商品開発時の栄養成分検討、調理、器具の使い方、
調理実習 

美術：パッケージ作りでのデザイン、配色、テーマに沿

ったキャラクター作り 

教科等の見方・考え方と探究との往還 

表３ 総合的な探究の時間と各教科等の往還例 
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資料２ 猪苗代町の良さや問題を捉えるためのレジュメ 

資料１ うまくて生姜ねぇ!!の試食後、アイディア記入レジュメ 
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資料３ 令和５年プロジェクトでの最終プレゼンテーション資料 
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資料５ コラボ商品開発までのロードマップ１ 

資料４ トップシェフ・敏腕バイヤーが選ぶ、「料理王国１００選」に選出 
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資料６ 今後の iina-BORN コラボ活動の展望 

資料５ コラボ商品開発までのロードマップ２ 
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審査の観点及び審査総評 

 

【審査の観点】 

(1) 研究の意図が明確で、主題が適切なものであるか。 

(2) 研究の対象が明確であるか。 

(3) 研究の計画及び内容が適切であるか。 

(4) 論旨が一貫しており、説得力があるか。 

(5) 必要な資料が精選され、整えられているか。 

(6) 結論の導き方は適切であるか。 

(7) 今後の実践に生かす手だてを講じているか。 

 

【総  評】 

令和７年度の研究論文の出品総数は２６点であり、令和６年度と比較し６点減少

した。２６領域中、１２領域への出品であった。小学校からの出品が多く見られた

（２６点中１６点）。また、昨年度に引き続き、特別支援学校からの出品も多く見ら

れた。大きな教育の動向、目の前の児童生徒や地域の実態を踏まえて研究主題が設

定されており、先生方が目の前の児童生徒一人一人を大切した教育を実現しようと

していることが伝わってくる。 

研究の成果を発信するためには、研究主題から成果と課題を述べるまで、筋道を

立てた記述を心がける必要がある。主張に必要な説明は本文にしっかりと論述し、

資料はあくまでも補足説明のために添付するように心がけていただきたい。 

福島県教職員研究論文は、今年度で５４回を迎えたということである。長年にわ

たる多くの教職員の研究の蓄積が本県の教育を支えている。次年度も多くの研究論

文の出品に期待したい。 
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（別紙２）

１

２

教育事務所別（総論文数）

選外 0 選外 4 選外 0 選外 0 選外 0 選外 0 選外 0 選外 4

学校種別（総論文数）

各教科、領域等及び教育事務所別内訳（総論文数）

道徳・
特別活動

0放射線教育

生徒指導

教育課程

00

0

1

2

0

1

計

26

1 1

高等学校 特別支援学校

16 4 0 1 5

3 265 0 26 1 5 4

1

6 3 4

1

合　　計 0 16 4 0 1

0

学校事務 1

0幼稚園教育

1

00図書館教育

0
食育・
学校給食

3

学校保健 1

2 3
特別支援
教育

1

1 21

00

00

00

0

特別活動

0道　　徳

00

1 21

外国語
英語

2
体育

保健体育
2

00

0

技術・家庭

0
図画工作
美術

1 11

1 2

音　　楽 1

1 2 1生活・総合 1

1 1 44

2 5

理　　科 3 1

1 5 1 1 1算数・数学 3 1

1 1

00

1 2

社　　会
地理歴史

2 1国　　語 1 1

1 22 1

0

学習指導
一般

2

0学級経営

11 1

1 1

学年経営 1

1学校経営 1

会津 南会津 相双 いわき 計高等学校 特別支援学校 自然の家 計 県北 県中

（３）

幼稚園 小学校 中学校
義務教育学校
（小中合同含む）

26

（２）

相双 いわき 計

1 5 4 6 3 4 3

県南

幼稚園

0

小学校 中学校
義務教育学校
（小中合同含む）

令和７年度　福島県教職員研究論文　応募状況

全応募論文数　２６点

内　訳

（１）

県北 県中 県南 会津 南会津
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領域等
個人
団体

学校名 氏名・代表者名 研究主題名

学校経営 個人 相馬市立桜丘小学校 木村　裕之
子どもたちが今日学校にきてよかった、明日学校にくるのが楽しみな学校を目指して
～学校課題解決に向け、学校経営方針の具現化を図る校長のマネジメントサイクル～

学年経営 個人 郡山市立富田小学校 齋藤　純子
ＯＪＴ による若手教員を活かし育てる学年経営
～日々の授業実践を通して～

団体 三春町立沢石小学校 伊藤　七重
｢協同的学び｣での探究型授業による確かな学力の向上
～ 異学年で学び合う新複式授業で非認知能力を高める ～

団体 いわき市立平第五小学校 渡辺　貴生 たくましく学ぶ　～児童と教職員を育む校内研修を目指して～

個人 石川町立石川小学校 岩谷　友太
自分の考えを書き、伝え合い、自己の成長を実感する子どもの育成
～国語科「読むこと」における、授業のＵＤの視点を取り入れた全員が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「分かる・できる」授業づくりを目指して～

個人 福島県立葵高等学校 村松こずえ
本質を掴み、解決策のヒントを異なる分野から見つける力の育成
～思考ツールによる可視化と、具体と抽象を往還することを通して～

個人 福島市立佐原小学校 上遠野雄喜
「分かった！できた！」成功体験を積み、主体的に学ぶ児童の育成
～授業のユニバーサルデザインを目指す、算数科学習指導を通して～

団体 鮫川村立鮫川小学校 吉田　　智
自ら考え主体的に学ぶ児童の育成
～伝え合い 聴き合い 自己の考えを深める算数科の授業づくりを目指して～

個人 相馬市立中村第一小学校 熱海佑一郎 主体的に課題を追究し，互いの考えを深めることのできる児童の育成

個人 相馬市立向陽中学校 田中　涼太
対話的な学びを通じた「主体的・対話的で深い学び」の具現化
～数学科における生徒の実態に即した授業づくり～

個人 福島県立須賀川支援学校 小野　淳美
病弱特別支援学校における主体的に学習に取り組む態度の育成
〜高等部数学科における個別最適な学びと協働的な学びの検討を通して〜

個人 白河市立みさか小学校 川尻　みほ 伝えることを通して思考を深める理科学習の在り方

個人 昭和村立昭和小学校 二瓶　拓海
「思考と試行」を通して主体的に問題解決する力を育む理科指導の在り方
－小学校理科「てこのはたらきとしくみ」の授業実践を通して－

個人 相馬市立向陽中学校 佐藤　拓也
福島で学び、福島に誇りを持つことができる「福島を生きる」教育の実践（２年次）
～中学３年間を見通した放射線教育を通して～

団体 いわき市立郷ケ丘小学校 蛭田　紀隆 自ら見いだした問題を科学的に解決しようとする児童の育成

団体 天栄村立天栄中学校 市川　知広
探究的な学びを通して、夢の実現に向かう生徒の育成（３年次）
～「『天栄ならでは』の教育」を目指して～

個人 福島県立猪苗代支援学校 本間　久登
総合的な探究の時間における地域資源を活用した協働的な学びの実践
～万能調味料「うまくてごめんな山菜」の開発を通して～

学習指導
（音楽） 個人 南会津町立桧沢小学校 小寺　真紀

【子どもの発達特性を軸にした授業設計の理論と実践の研究】
「音楽が嫌いにならない授業作り」－発達段階に基づく音楽指導モデルの構築－

個人 西郷村立羽太小学校 若松　　優
運動の楽しさや喜びを仲間と共に育んでいく体育学習
～運動が苦手な児童に視点を当てた、指導と評価の一体的な充実を目指して～

個人 猪苗代町立猪苗代第二小学校 町野　　藍
意欲的に運動に励み親しむ子どもの育成
～体育科の授業における「できる」「楽しい」という実感を伴った運動の経験を通して～

令和７年度　福島県教職員研究論文　応募者一覧

学習指導

学習指導
（理科）

学習指導
（国語）

学習指導
（算数）
（数学）

学習指導
（総合的な学
習の時間）

（総合的な探
求の時間）

学習指導
（体育）
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領域等
個人
団体

学校名 氏名・代表者名 研究主題名

個人 只見町立朝日小学校 横田みなみ
通級指導教室における特別支援教育のセンター的機能を意識した取り組み
～縦横のつながりを活かした切れ目のない支援体制の充実を目指して～

個人 福島県立猪苗代支援学校 佐藤　修一
施設併設特別支援学校における進路指導の在り方について
～学校、家庭、関係機関との連携をとおした子どもたちの夢の実現～

個人 福島県立平支援学校 昆　　瑞希
肢体不自由を伴う盲ろう児の自分らしく生きる力を育むために
～「わかる」「できる」を積み重ねる授業実践～

個人 南会津町立田島中学校 関谷　里美
「今元気！ずっと元気！」生涯健康でいるための自己マネジメント力の育成～健康行動を
振り返る教育活動を通して～

個人 福島県立猪苗代支援学校 佐藤　雄哉 知的障がい児を対象とした特別支援学校における保健指導について

学校事務 個人 白河市立みさか小学校 根本　　翼 生成AI× 音声入力で拓く通知表業務改革

特別支援
教育

学校保健
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お わ り に 
 

  「福島県教職員特選研究論文集」は、県内教職員による優れた教育実践を広く普及

することを目的として発刊しております。 

 今年度は小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校から団体６点、

個人２０点の計２６点に及ぶ応募をいただきました。改めて、研究に取り組まれた皆

様の教育に対する熱意と努力に心より敬意を表します。 

 教育現場での日々の実践の中で試行錯誤を重ね、その成果を論文という形で共有し

てくださることは、本県の教育の発展にとって大変意義深いものです。一つ一つの論

文に込められた「目の前の子どもたちの学びや成長を支え、よりよい教育を実現した

い」という真摯な願いは、必ずや本県の教育の質を向上させる力になると確信してお

ります。 

この特選論文集が多くの教職員や学校、教育関係機関等で活用され、本県の教職員

の互いの学びを支えるとともに、現場での実践を深める一助となれば幸いです。 

 結びに、教職員の皆様が、次代を担う本県の子どもたちのより豊かな学びや成長を

目指し、引き続き日々の教育実践に励まれることを心から願うとともに、次年度もよ

り多くの先生方からの御応募をお待ちしております。 
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